近代日本のスポーツ技術の歩み 



編 


定価2500円 


東京教育大学教授^ If if 
東京教育大学助教授 ^ 

•近代スポーツの歩みを技術史的にとらえた 
日本における近代スポーツの歩みを、技術史 
的な視点からたどり、各スポーツ種目ごとの 
発展の概要を•のべた ユニークな スポーツ史で 
ある。各種スポーツの意味を技術史的に吟味 
し、それを通じて、人間とスポーツとの文化 
史的な深さを追求したもので、体育 • スポー 
ツ関係者の格好の教養書である。 

【収録種目】 ① 体操 ② 陸上競技 ③ 競泳 
_道_道⑥ レスリング ⑦ バスケツ 
トポール ⑧ ハンドポール⑨バ レー ポール 
⑩サツカー ⑪ ラグビー 球 ⑬ テニス 
⑭ 卓球 @バ ドミントン 
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㈱ 三景は企業の繁栄を通じて 
より豊かな生活、 

より明るい社会を創造する。 


纖維専問商社株式会社三景 


(參 ariM ) 


グループ 本部東京都千代田区岩本町 3 —2— 10〒101 


㈱ 北越三景 
㈱ サンレデイ 


㈱ 東京三景 
㈱ サンワード 


㈱ 甲商三•景 
㈱ サンライン 


㈱ 大阪甲商三景 


スポ ー ツの技術史 


修館書店〒⑻杂京,沖1職町 3 - 24 梅*/政京伽〇 4 ⑩舰， 222 1く人代表> 


真と図 
解にょるノ 


ハンドボ 


r , ■ 


荒川清美•石井喜八著 

よつやく国際的水準に到達したハンドボール競技の普及•向 
上に骨身を惜し—尽力されている著者が、長い間の研究 
成果を独自の撮影技術による豊富な写真により解説した 
待望の技術書。 A 5 判一四〇頁定価五00円 
























巻頭を飾る「理事長登壇」も 15 回目。今月はこれまで執筆され 
た各理事長による日本協会への要望に対しての回答、そして新年 
度開幕といぅタィミングを合わせて、日本協会のけん引者•荒川 
清美理事長に〃登壇"願った1 C 


-「理事長登壇」を毎月読ま 

れて、どう感じられるか 

荒川理事長地域社会に貢献し 
ようとする底辺の活発な動きを知 
り有りがたいことだと思っている 

支部、地区などの組織の多くは 
有志の自発的行動によって発足す 
るヶースが多いようだが、今後は 
各都道府県協会も、積極的に市協 
会、町協会などの育成を心がけて 
欲しい。 

——地方振興策、底辺対策を望 
む声が強いが、 

理事長日本協会施策としても 
もちろん考慮しているが、やはり 
〃未開発地"に対する普及は、各 
都道府県協会が指導者の派遣など 
でまずバックアップすべきだと思 
う。日本協会という大きなかたま 
りが、いきなり小さな単位を対象 
とするとかえってマィナスな面も 
生じる。 

日本協会レベルで底辺のための 
事業として考えているのは、クラ 
ブの全国組織化と好カードの地方 
進出(転戦)、公認指導員制度、ブ 
ロック別講習会などだ。 

——クラブの全国組織化とは、 

理事長例えば、全国各県 I 斉 
に 4 〜 9 月までの間に「県内 クラ 
ブ大会」を行い、10〜11月に「ブ 


ロッククラブ 大会」、そして、12 月 
に ブロック 代表に よる 「全国 クラ 
ブ大会」を開くといったものだ。 

去年から、日本協会登録に一般 
C を設け、クラブの実態をつかみ 

つつぁる。 

勝負だけのハンドボールではな 
く、ハンドボールを通じて"人間 
交流，を企っていくのが、底辺施 
策の基本思想だと思う。 


- PR 対策がもう一歩足りな 

い、という意見も強いが 
理事長消極的かもしれないが 
PR すべき価値と力のある事業を 
計画し、実行できなければ根のし 
つかりとした?尺にはならないと 
恩う。一時的に マスコミへ 話題を 
提供するだけで、すぐ消えてしま 

つてはマィナスだ。 

現段階では「報道関係に信頼さ 
れる競技団体となれ」をモットー 
として動いている。 

——ところで、理事長は、新年 


度の抱負として「国内体制の強化」 
をあげているが 

理事長これは、各層にわたっ 
ての組織づ くりといぅ 意味だ。前 
述のクラブ大会もその一つだし、 
少年ハンドボールの育成に対して 
も、系統だてたい。 

各都道府県協会には、日本協会 
を支える組織であるといぅことを 
改めて認識してもらいたいし、ブ 
ロックという単位も、ただ国体の 
予選などを開くだけの存在ではな 
くどしどし事業を進めて欲しい。 
例えば、ブロック選抜、 ブロ ッ 


クジュニアなどを編成し強化活動 
を行ってくれれば、日本協会の頂 
点強化も大いに助かるし、広い範 
囲で人材をチ X ック できる。 

—^近年、日本協会事業の巨大 
化、国際化はめざましいものがあ 
るが、運営体制、運営感覚に"新 
しい波〃が必要ではないか。 

理事長旧来の体質だけではた 
しかに、すべてを乗り切れない。 

法人化の研究を進めているのも 
その一つの現れだ。各分野をプロ 
ジ H タト化し、専門委員を拡充し 


たら、とも考えている。 

——日本の場合、学連、実連、 
教職員連といった ョー ロッ。ハなど 
にない団体がある。これらと日本 
協会の関係は今後どうなるだろう 
理事長 それぞれの連盟ほ基礎 
もできあがっており、長い慣習も 
あるが、日本協会の細胞は あくま 
で都道府県協会である。加盟団体 
会議といったものを造って、日本 
協会施策に側面援助してもらうよ 
うなつきあいかたをしたい。日本 
協会とはなれた加盟団体間事業— 
例えば学生 X 実業団、実業団 X 教 
職員、学生 X 自衛隊対抗戦なども 
考えて欲しい。 

全 H 本のチャンピオンシップ ( 
総合選手権)は各都道府県あるい 
は各ブロックのチャンピオンによ 
って争うように改正を思案中だ。 

—— 4選の任期も後半、将来構 
想を最後に聞かせて下さい 
理事長 「事業収入の安定化」 
をなんとか考え出したいし、女性 
( OG ) を運営面、競技面(トレ 

1 ナ ー、 レフヱリ ー ) へ登用する 
ム I ドをつくりたい。 

頂点強化については、全日本 A 
B 、 ヤング全日本の「三段階シス 
テム」を確立したいし。「3部 ( 
技術審判)普及•合同•会議」は 
少々時間がかかっても、権威のあ 
る機関として成長させるつもりだ 
(4 月15日•体協スポ ーツマンク 
ラブにて。文責編集部) 


-「ハンドボ—ル」— 
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五輪女子に3大陸|7&代表を 

g I 求 協会 IJF へ公式提案決める 

日本協会は、4月20日の月例常務理事会(東京)で、モントリオ彳ル•オリンピック(昭51」の女子 
出場国として、3大陸(アジア、アメリカ、アフリカ)の代表 1 ケ国を認めるよう、 IHF (国際ハン 
ドボ ー ル連盟)に要望することを決めた。今秋の第15回 IHF 総会の議題に公式提案手続きをとる。 


モント リオ 1ル•オリンピック 
の女子は、6ヶ国の総当りによつ 
て行われ、その出場国は、' 開催国 
•カナダと来年12月キエフ市(ソ 
ビヱト)で開く第6回世界女子選 
.手権の上位5ヶ国に内定したと伝 
えられているが、日本協会では、 
かねてから「大陸」無視のこの法 
式に疑問を抱き、 IHF に対し、 
再検討を望む道を研究していた。 

一方、アジア大陸選出の IHF 
理事渡辺和美氏(日本協会副会長) 
は、現在の実力分布から、世界選 
手権の上位5ケ国は、いずれもヨ 
1ロッパ地域に独占される可能性 
が強いとして、今春3月、アメリ 


まず.コーチ陣を選出 

新頂点強化すべりだす 
日本協会技術部は、4月21日東 
京で新年度初の全国委員会を開き 
今後の男女頂点強化対策について 
約5時間にわたり話しあった。 

その結果、2月の全国会議(評 
議員会、理事会)で議決された頂 
点施策のプロジ X タト化にそって 


力大陸選出のビユーニング理事 
(アメリカ)、アフリカ大陸選出の 
フアダリ理事(エジプト)と談合 
した。 

その結果、モントリオール•才 
リン.ピック女子の出場国を「開催 
国、世界女子の上位4ケ国、3大 
陸代表1」と共同提案することに 
まとまつた。 

渡辺 IHF 理事は、月例常務理 
事会でこの旨.を説明、田村会長は 
じめ出席した各常務理事も異議は 
なく、今秋10月4、5日ヴ X ニス 
(イタリア)で開かれる第15回 I 
HF 総会へ公式提案することに決 


早急に新しい方向を打ち出すこと 
を決め、男女ナショナルチームの 
監督各1名をノミネート、両監督 
と渡辺(慶)技術部長によって、 
4月中にコーチングスタッフの候 
補者をリストアップ。執行部の承 
認を受けたのち、ただちに、49年 
度男女ナショナルを選衡するとい 
う基本線を決めた。 


IHF は、その役員構成などか 
ら、ョーロッパ偏重の施策が目立 
つだけに、この提案が認められる 
かどぅかは、五分五分だが、渡辺 
IHF 理事の話では「ホダパーグ 
IHF 会長(スウ X 1 デン)も理 
解を示しており、見通しはある」 
といっている。 

こ.の案が通れば、第6回世界女 
子選手権後に3大陸でそれぞれ予 
選を行いその勝者が集って、一つ 
の代表権を争ぅことになる。 

なお、この日の会議で IHF 規 
約を「大陸選出の理事は自動的に 
常務理事となる」よう改正提案す 
ることも決めた。 


これによって、注目の新ナシ 
ナルチ ー ムは、早ければ6月初旬 
にスタートできそぅである。 

選手数については、日本協会 • 
荒川理事長が構想としている24名 
以内を守ることになるが、欧州式 
に A 、 B に分けての強化は日本の 
実情に合わぬのではないか、との 
意見もあり、当分の間、24名を一 


括し、機をみて 、 A に二分す 
る方法が採られそぅだ。また、一 
般へのアピールとして49年度ナ 'V 
ヨナルを、男女とも「モントリオ 
1ル第一次候補選手」と呼ぶこと 
は確定的である。 

すべて 全日 本が対戦か 

今秋の東ドイツ交流 
日本協会は、4月20日の月例常 
務理事会で、今秋の第1回東ドィ 
ッ招待(男子、日本体協交流事業) 
につき協議、8月29日来日、9月 
9日帰国の12日間の日程で5〜6 
試合、原則として、日本側の対戦 
チームは、すべて全日本とするこ 
とを申し合せた。 

試合地については、東京2、名 
古屋1、関西地区2とし、東ドィ 
ッ側が6試合を了解した場合は関 
西地区で3試合を行ぅ予定。 

3部合同注目の頂点強化新機 
初会議 構 • 3部(技術、審 
判、普及指導)合同会議の初会合 
は、4月15日東京で開かれた。 

前日に予定された技術部委員会 
が21日に繰り下がり、強化施策に 
ついての具体的な協議は行えず、 
同会議の今後の運行について話し 
あつたにとどまり、まとまつた決 
定は特になかった。各部から推せ 
んされたスタッフは次のとおり。 

技術=渡辺慶寿、北川勇喜、近 
藤金博、審判==安藤純光、岡前義 
春、佐野和夫、普反指導=宮本酉 
嗣、山田哲雄、高田日呂美 


まったもの 


2 



















--訪韓全日本実業団女子選抜軍一 

団長 富永 劭（全日本実連常務理事） 

監督 鈴木義男（田村紡監督） 

コーチ 福本 弘（大崎電気女子監督） 

GK 久保徳子 （21 田村紡） 161 cm 
西村富美子 （20 大崎電気） 166 
FP 阿部照子 （23 日本ビクター） 165 
蓮見彰子 （22 日本ビクター） 163 
鈴井あけみ （21 日立栃木） 160 
桜庭郁子 （19 日立栃木） 155 
原川美保 （21 ブラザー エ業） 160 
宮崎桂子 （20 ブラザー エ業） 164 
植原千鶴 （21 立石電機） 153 
篠田亨子 （21 立石電機） 164 
横山明子 （20 田村紡） 160 
市川千晴 （23 東京重機工業） 158 
岩井悦子 （22 大崎電気） 156 
遠藤昌子 （21 東北 ムネ カタ） 150 


誌前号既報)。 3 
回の通算成績は日 
本側の 14 戦 8 勝 1 
分 5 敗。 

今回は 5 試合の 
予定だが、来年の 
第6回世界女子選 
手権を前に韓国の 
実力を探る意味で 
注目される。 

|行は 5 月 17 日 
出発、 26 日帰国 
(いずれも大阪国 
際空港)の予定。 


ドボールが実施種目に加えられる 
とは思えない。 

結局、日本協会としては、当分 
の間、自費(全額)参加できる学 
校だけを集めて大会を開き、実績 
を重ねながら、高専体協の共催を 

実業団選抜 

全日本実連は、5月 18 日から韓 
国で行われる第4回日韓女子社会 
人交流に遠征する選手団(役員3 
選手14)の名簿を、4月5日別掲 
のよぅに発表した。 

代表選手は、有力実業団の中堅 
クラスを揃え、久保( 田 村紡)、 市 
川(東京重機)、岩井(大崎電気)、 
宮崎(ブラザ 1H 業)ら4人の 48 
年度ナショナル プレイヤーが含ま 


得る よぅ 働きかける ことになり そ 
ぅだ。 

なお、今夏、第1回が行われる 
とすれば、8月、新潟協会の主管 
によって同県内でで開かれる公算 
が強い。 

(女子) 韓国へ 

れている。 

また、新設チ—ム•立石電機 ( 
熊本)から植原、篠田の両選手が 
選ばれているが、これは大洋デパ 
丨卜(熊本、廃部)時代の実績を 
買われたものだ。 

日韓女子社会人交流は、日本と 
韓国で一年おきに開かれ、第 3 回 
大会は、今春 3 月韓国ジュニア選 
抜が来日して行われたばかり(本 


8月29日から4日間 

初の全国教員養成大学研修会 


日本協会は、文部省の補助をう 
ける ことが 決まった「全国 教員 養 
成大学ハンドボール研修会」の実 
施について検討を進めていたが、 
このほど、今夏8 月 29日から9 月 
1日までの4 日間、東京 •オリン 
ピック記念青少年総合 センタ—で 
行うことを確定、近く運営実行委 
員会を発足、要項を発表する。 

同研修会は、ハンドボ！ルの攻 
防理論、同技術、審判技術など受 
講者が大学卒業後、ハンドボール 
指導者として必要な知識を修める 
もので、日本協会(普及指導部) 
と全日本教職員連盟が、数年前か 
ら検討を進めていた。 

このため、今年度からの実施に 
ぁたっては、日本協会と全日本教 
職員連盟が中心となって運営(実 
行〕委員’会編成をして行うことに 
なり日本協会侧責任者に 4 月 1 日 
付で新任した宫本普及指導部長を 
決めた。 

全国高専大会 

自主開催か 

全国髙專体育協会々長•木村作 
治郎氏(舞鶴ェ専校長)は、 3 月 

22日、日本協会を訪れ、今夏に日 

本協会が計画している第1回全国 


高専ハンドボール大会につき、大 
要次のような見解を述べた。 

木村会長談話現在、高専の全 
国的なスポーッ大会は、陸上競技 
バレーボールなど7種目による「 
全国高専総合体育大会」と、サッ 
カ ー 、ラグビ ー のように、競技 
団体(日本協会)と全国高専体協 
が共催しているものとの二つがあ 
る0 

総合体育大会への参加は、全国 
63校(注.国立52、公立4、私立 
7 =昭和49年3月1日現在)のす 
ベてで部活動していることが最低 
条件だ。ハンド ボー ルは、日本ハ 
ンドボ—ル協会の調査によると33 
校に部があるそうだが、〃総体， 
には加えられない。 

サッカ—、ラグビーの場合は、 
参加校(選手、監督〕に対し競技 
団体が旅費、宿泊費の一部を負担 
してもらう ことを 高専体協が要望 
それを受けいれてもらっている。 
ハンドボールの場合 も、 是非、 こ 
の点を考慮して欲しい。このよう 
な条件を|切つけずに大会を開く 
ことももちろん可能だが、それは 
あくまで、競技団体の独自事業で 
あり、高専体協が共催、後援、協 

賛することは難しい。 

◊ 


八解説>日本協会では、普及指導 
部が中心となって2〜3年前から 
"高専対策，を検討していたが、 
渡辺(五)理事〜北信越選出〜の調 
査にょって、全国で33校が部をも 
っている ことが 判った。 

同時に多くの学校が、試合相手 
に恵れぬ点や、全国大会の開催を 
要望した、などから、今夏、第1 
回の全国高専大会の開催を前向き 
に検討、全国高専体協のバックア 
ップを要請中だった。 

木村会長の談話は、日本協会側 
に少からずショックを与えており 
独自事業として踏み切るかどぅか 
早急に結論をまとめることになっ 
た。 

高専体協側が、主として経済面 
に条件をつけているのは、木村会 
長にょれば「高専は予算面で余裕 
がなく、生徒も環境に恵れていな 
い者が多い」との理由からであ 
る0 

日本協会•荒川理事長は「高専 
にハンドボールの芽を生やすこと 
は普及策の一つにもかかげられて 
おり、今年はムリとしても、来年 
度以降は、予算化できるものかど 
ぅかを検討したい」といっている 
が、なお曲折が予想される。 

また、仮に63校にハンドボール 
部が揃っても、総合体育大会の規 
摸が広がりすぎるなど、現時点で 

も高専体協はかなり難題をかかえ 

ているといわれ、すんなりと ハン 







全日 本、 地力を示して I 矢むくぅ 

洗れ I の¥{寸スタジオン(一^マ)が4勝 

恒例の新シーズン開幕国際親善試合は、デンマークの「スタジオン•ィドレッツ•フオルニンゲン • 
コぺン ハ ー ゲン」 クラブ (ヘンリクセン団長ら 17 名)を招き、 3 月 31 日から 4 月 8 日まで、各地で 5 試 
合を行った。 

近代ハンドボ ー ル 発祥の 地と いわれる デンマークの 男子 1 部 リーグで、 最近3シ！ズンに2回優勝し 
ている「スタジオン」 は フラン ド センら ナショナルプレィヤ14人を軸に、洗れんされた攻守を見せ静 
岡、 愛知の両 教員と、二 和 家具(岐阜) の東海勢を連破、 オリンピック代表 4人をもつ全大阪にも勝ち 
4勝を マークし た。 

しかし、 京都で対戦の全日本には、さすがに一歩をゆずり、結局 4 勝 1 敗の成績で 4月11 日夜羽田か 
ら帰国の途についた。デンマークチ—ムの来日は初めてだった。 

前半、一気に勝負つける 

第1戦•静岡県教員団との試合 〇 . スタジオンは、これまで来 

は3月31日午後3時40分から清水 
市営体育館で行われた。審判=鈴 
木城、大橋昭重、観衆=約千五百 
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日したョーロッパチームとはちが 
い、力にまかせたプレーをあまり 
見せず、 フットヮークを 活かした 
巧みなディ フヱ ンス突破で得点を 
あげた。 

3分の先取点は、フランドセン 
の巧妙，な配球から左サイドのクリ 
ステンセンが倒れこんであげ、4 
分の2点目は、速攻でフランドセ 
ンが決めたもの。いずれも、巧さ 
と速さを武器とする静岡教員団の 
お栲を奪ったよぅな攻撃だった。 
〇……静岡の立ちあがりも悪くな 
かった。 

0—2 のあと 6 分、竹内が鋭く 
切りこんでアンダーシュート、9 
分3 1 1とされたが10分杉山がサ 
イドからパウンズシュートを決め 
てスタンドをわかせた。 


しかし、このあとスタジオンの 
採った守りはみごとだった。 

静岡がサィド、中央(45度)を 
使い分けてゆさぶる策戦とみるや 
サイドをがっちりマン•ツウ•マ 
ンで固め、中央部は、むしろチヤ 
ンスを与えてシュートを射たし、 



それを長身とリーチを活かしては 
じき返したのだ。この網に、静岡 
のシュ彳卜は、前半だけで7本も 
引っかかっている。 

〇 . 守りが安定すると、スタジ 

オンは攻撃にもいっそぅ余裕が生 
まれ、速攻、ポストプレー、ヵッ 
トィンプレーなどで静岡ゴールを 
襲い 15 分 612 、 20 分912と点 
差をあけた。 

特に 16 分 0 尺(ピータ|セン) 
からクリステンセンへ渡したワン 
パス速攻は鮮やかで、試合後、ア 
ンデルセン監督は「ゥチの得意な 
プレ—」と云っていたところをみ 
ると、かなり、日本的な戦法をこ 
なすチームと見てょいだろぅ。 

〇 . ポストからの得点は、静岡 

のディフェンスに6兀全にマークさ 
れながら体で押倒してノ—マーク 
員 0 
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同様としたあと射ちこんだもの。 
観戦中の全日本•北川勇喜監督は 
「ョー ロッパチ ー ムが日本に対し 
てとる常套手段だ」と説明してく 
れたが、このプレ—をいかにチャ 
1ジングに誘うか、が日本側の課 
題であろう。 

〇.…：後半も同じような展開だっ 
た。静岡は、 10 分すぎ GK がピー 
夕—センからオルセンに代ったス 
牛をついて杉山、寺田、板倉らが 
ポィントしたが、前半の劣勢をく 
つがえすには程遠かった。スタジ 
オンは、最後までロングシュート 
を飛ばさず、かならずアシストを 
ともなう組織攻撃で得点した。 
ユニホ—ムにスポンサ I 名 

□. スポンサー名をつけたユニ 

ホ ー ム。日本ではご法度だが、ョ 
丨ロッ パでは、今や〃常識〃で、 
スタジオンも、堂々？前面に 「S 
KS 」、 背面に「スパーレカッセン」 
と銀行の名を染めて遠征してきた 

ヘンリクセン団長の話では、こ 
の銀行から通常の活動はもちろん 
今回の訪日にも経済的援助を受け 
ており、 デンマ ー クの一部リ ー グ 
の所属クラブには、ほとんどスポ 
ンサーがつき、ユニホームなどで 
その企業宣伝をしているそうだ。 

援助額は「ノーコメント」だっ 
たが、消息通はーシ ー ズンで二万 
クローネ(約百万円)ぐらいでは 
ないか、とみている。 
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関東一円をネットす 


医薬品全般 
高級化粧品 

株式会社日 



巧みな変化攻撃、固い守備 


第2戦丄|和家具(岐阜)との試 
合ば4 月 3 日 午後 6 時40分から岐 
阜県民体育館で行われた。審判= 
岡田重博、田島静観衆=約二千 
二百 

3 K.A 98N33 V 二和家具 


後記 


I 一和は、立ちあがりスタ 


ジオンの動きの純さをつ 
いて2分長谷川(新人、法大出) 
5分足立がゴール、2 —〇と先行 
8分212に追いつかれたものの 
15分伊丹の巧技で再びリード、場 
内をわかせた。 
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しかし、突進力に優るスタジオ 
ンは、15分すぎからフランドセン 
が鋭い切りこみをみせて二和守備 
網を崩しクリステンセン、二—ル 
センらが思い切ったシユートを射 
ちこみ 16 分同点のあと、連続4得 
点と 7 MT で 27 分には 8 13 とた 
たみかけ点差を開いた。 

二和も、果敢に攻めこんだもの 
の、上背、 リー チの ある 相手のデ 


イフヱン スラ インを突破できず、 
立ちあがりにみせた クイック プレ 
—も封ぜられて、3点目から4点 
目をあげるまでに21分間もかかっ 
てしまった0 

スタジオンは、後半若手中心の 
メンバーに切り替えたが、 B.G 
•ピ^ターセンのえぐるよぅなシ 
ユ^卜やクリステンセンのカット 

インプレ—など、巧みな度化技で 
チャンスを活かし10分11—4、15 
分13|4、20分1414と順調に加 
点した。 

第1戦につづき、この日も欧州 
勢特有のロング、ゾ'ユ . 1卜はあまり 
みせず、フットヮークを使った攻 
撃が主体でいかにも7人制ハンド 
ボ—ル発祥国の巧者らしい試合ぶ 
りと云えた。 

二和は終盤、高木、足立がゴー 
ルをあげたにとどまった。 ( Y ) 


鮮やか GK ピ—夕—セン 


第3戦•愛知教員(愛知)との 
試合は4月4日午後3時40分から 
愛知県体育館で行われた。審判= 
稲石三二、奥村方志観衆=約二 
千 

^^20( 128 M 61 )7 愛知教員 

後記 改田智洋 

へ朝日新聞名ノ 
广古屋運動部) 

〇……あまりにも力の差が違いす 
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ぎた。このため前半で試合の興味 
はなくなってしまった。スタジオ 
ン . IF の攻撃力はさほど見るベ 
きところはなかったが、 GK のラ 
ッセ•ピーターセンの守備は見事 
だった。守備範囲が広いばかり 
か、前の FP をぅまく指導してい 
た。また、若い FP が凡ミスを犯 
すと顔をまっかにしてしかりとば 
す。この闘志もチ I ムをふるいた 
たせるのにおおいに役立っていた 
〇…：•立上りはスタジオンも。へ一 
スがつかめなかった。しかし愛知 
教員の動きに慣れるとョルゲン. 
フランドセンが中に切り込みだし 
た。5分、ニールセンが 7 MT を 
失敗したあと、このフランドセン 
が中央にワンドリブルでカットィ 
ンし大きくジャンプして先取点を 
あげた。フランドセンは前半5点 
(7MT2 本を含む)をあげたが 
必ず中央を割って入ってのジャン 
プシュートだった。 

〇……後半は0|^ピーターセンを 
最初からはずし、フランドセンも 
ベンチへさげた。戦力を完全に落 
してしまったのだ。それでも得点 
差は開くばかりだった。 

愛知教員は春休みを利用して韓 
国に海外遠征するばかりか、太田 
0長を軸に毎夜合同練習を積んだ 
そうだが、攻めがあまりにも単調 
すぎた。前半の得点は飼沼1長縄 
と渡るスカイプレーであげた1点 
だけ。スタジオンのデイフヱンス 


は、中央が堅く、そのうえ上から 
のシュ ー トがまず決まらないとい 
うことが前半の10分過ぎですでに 
わかっていながら攻めの変化を見 
せなかった。早いパスワ ー クでも 
う少しゆさぶり、サィドからのシ 
ュートを多用するな ど、 もっと攻 
めに工夫がほしかった。こんな愛 
知教員のなかで、 GK 竹内だけは 
光っていた。3本の 7 MT を防ぐ 
ばかりか、再三好守懂を見せた。 
愛知教員は、一口にいって GK の 
活■躍に FP がむくいてやる力がな 
かったということだろう。 

(第 4 戦は次頁に掲載) 

ハンドボ— ル専門のクラブ 

□. スタジオンは、 ョ！ ロッパ 

のスポ—ツクラブにはめずらしく 
ハンドボール專門。 

16 才から58才までの会員 350 人を 
ょうし男女とも実力別、年令別に 
16 グループに分け、今回来日した 
チームは、いわゆる一軍。選手権 
などで活躍するのを目的に編成さ 
れている。 

昨年と一昨年の優勝でファンも 
増え 10 月 第 2 週から翌年 3月 第 3 
週までかかって開かれる全国リー 
ダのホ！ムゲ ー ム 9 試合の紈益は 
100万円近い。 

一軍の練習は週3回、シ！ズン 
中はこのうち1回が試合にあてら 
れる。ジュニアはこれまで6回優 
勝しているが、女子は•実績がない。 


全大阪終盤の反撃実らず 


第5戦(最格戦)•全大阪との 
試合は4月〇〇日午後6時から大阪 
市中央体育館で行われた。審判= 
井上裕人、望月伸三郎観衆=約 
I 千八百 

3 K 17 f ?0 M 610> 全大阪 
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▽交代【犬】 FP 入江(枚方ク) 
野波(大阪体大)、高橋精(大阪ィ 
1グルス)、0尺川原(大山商会) 
H いずれも得〇 

後記 小山敏昭 

へ共同通信社ン 
一大阪運動部」 

〇 . 最後はスタジオンが1点差 

で逃げ切ったが、白熱したゲーム 
だった。 


前全日本選手の有永を加え、湧 
永、大阪イ ー グルスのメンバーを 
中心とした全犬阪。立ち上がりは 
懸念されたコンビネーションのミ 
スも目立ったが、木野、早川らリ 
丨ドオフマンの巧みなパスや動き 
でぺースをつかみ、昨年、一昨年 
とデンマークリーダで優勝した強 
豪スタジオンと互角に渡り合っ 
た。 

〇……先手を取ったのがスタジオ 
ン。全大阪のミスを突き、1分二 
1ルセン、2分ョルゲンセンが決 
め2点を先行した。だが全大阪も 
木野の好シュートから勢いに乗り 
池本、森らが連続得点。結局前半 
を終り10110と追いつ追われつの 
緊迫した試合を展開し、勝敗は後 
半に持ち込んだ。 

ところが後半に入ると全大阪は 
気のゆるみがあったのか、攻守 K 1 
乱れを見せた。115のディ フヱ 
ンス陣が早いパスでゆさぶられ、 
またオフェンスもハンドリングが 
悪く、シユ！卜も GK ピーターセ 
ンの好守に阻れたりで10分過ぎま 
で無得点。地力のあるスタジオン 
がこの好機を見逃すはずはなくあ 
っ さり 4点をアヘッドしてしまっ 
た。 

〇……反撃に出る全大阪。15分過 
ぎから早川、森がゲットして2点 
差まで追い上げ、終了間際には木 


野のロングパスを高橋が決めて1 
点差。場内大歓声に包まれたが、 
ついにタィムアップ。とうとう最 
後まで後半立ち上がりの失点を挽 
回することは出来なかった。 

速攻や小ヮザのプレーは見られ 
ないスタジオンだが、体の使い方 
体力、腕力を生かした強シュート 
など本場の迫力を十分に感じさせ 
てくれた一戦だった。 

どちらが素顔？スタジオン 

□ ……デンマークではハンドボー 
ルは国技扱い。二千近いといわれ 
る男子チ ー ムにあって、全国リー 
グ1部の10クラブともなれば、実 
力、人気ともたいしたもの。 

ましてや、スタジオン • IF は 
昨年、一昨年同リーダで優勝(今 
シーズンは 18 戦 10 勝 8 敗 • 4 位) 
ョーロッパ球界でも、かなり高い 
評価をうけているチームだ。 

□ ……西ドィツ各クラブが敗れた 
全日本には是非勝ちたいと、来日 
直後から第 4 戦に焦点を合わせ、 
さらに全大阪には 4 人のオリン. t° 
ック代表が居ると聞いて新たな闘 
志を燃やした。 

東海筋での 3 戦は、日本の春を 
楽しみながら余裕を示し、受け入 
れた地元協会は、さすがマナーが 
いいとほめていたが、全日本に敗 
れたあとは正に豹変、大阪でも荒 
れた試合を見せ関係者 やファンの 
顔をしかめさせた。これほど評判 
の分かれた来日チームも珍しい。 

















_ かさ, 


ゾ日本ハンドホール協会検定球： 





たの.は、全日本では木野、藤中佐 
藤、本田のベテラン組。なかでも 
木野の発らつとした動きはみご 
と。後半 15 分から 25 分までの連続 
4 点は、独走、バゥンドミドル、口 
ング、それに スカイ プレ ー と 彼な 
らではの多彩な"独演会"。 

〇 . スタジオンでは やはりフラ 

ンドセン。カットイン、カットア 
ゥトの使い分けが実に巧妙で、デ 
ィフュンスラインを惑わせた。シ 
ュートカもあり、パヮーを備えた 
テクニシャンと云える。 193 §、94 
K の巨漢•ルント(ミュンヘン•才 
リンピック代表)が、負傷で来日 
しなかったが、彼が参加していれ 
ば、その力と、フランドセンの技 
で、試合運びはかなり違ったもの 
となったろぅ。 T •ョルゲンセン 
はマ—クされて動けず、名手ピー 
ターセン ( GK ) も、この日はま 
ったく精彩がなかった。 

〇……それにしても、近来になく 
荒い試合だった。日本選手は攻防 
両面で何回となく突きとばされて 
転倒。スタジオンは判定のたびに 
不満な表情を露わにした。 

試合後の記者会見でクリステン 
セン コー チは 「7 MT と思われる 
プレー をすベて フリースロー にさ 
れた」と怒っていたが、理由はど 
うあれ、投げやりなプレーで、個 
人技だけの展開、粗暴から自滅と 
いう試合ぶりは北欧の名門らしく 
なかった。 


全日 本、 一方的に攻めまくる 

粗雑にすぎたスタジオン 


けなかったのだが、この日は「両 
チ—ム12人ずつ。ハ，1フタィムに 
はレモンを。使用球は皮製に変え 
られないか：.：：」などと多く、試 

第4戦•全日本(第8回世界選進境いちぢるしい柳川弟の速攻な合直前になって「開会式が予想よ 


手権代表)との試合は、7日午後 
3時10分から京都府立体育館で行 
われた。審判=岡本$■¥>、藤本昇 
観衆=二千四百 

全日本 21(1110 n )10 yxy ^ 
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どで一方的に攻めまくり、あわよ 
くば全勝で帰国.をもくろんだスタ 
ジオンの望みを打ちくだいた。 

〇……スタジオンは、この一戦に 
すべてをかけて来た感じで、ヘン 
リクセン団長以下、異常な高ぶり 
で会場に着いた。これまで、日本 
側の受けいれにまったく注文をつ 


MT 


CIO) 


20 


後記 杉山茂 

〇……全日本の快勝だった。先取 

点こそ7分ョルゲンセンに奪われ 

たが、8分木野で同点してからは 
チャンスを確実に活かし、藤中の 
すばらしいジャンプショットなど 
で加点、特に20分をすぎてからは 



り長く、体が冷えた。試合開始を 
10分遅らせて くれ」。 

〇…… I 方の全日本は前日の名古 
屋大会後、「あの程度の相手なら 
ダブル スコア」 と自信たっぷりだ 
った。世界選手権で東欧勢のすさ 
まじいばかりの当りと激しいプレ 
—に耐えてきた余裕を感じとるに 
充分。 

試合中、特に目立 

ったのは、少々ス 
ピードが あっても 
シュ丨トコ丨スが 
甘ければディフヱ 
ンスラインではね 
返すだけの守備力 
を身につけている 
ことと、 荒っぱい 
プレ—にひるまず 
、互角にわたりあ 
えるだけの"ゲ^— 
ム スタミナ"がど 
ぅにかチームに備 
わって きたとこ 
だ。花輪がヒザの 
故障で欠場した中 
井の穴を埋め、フ 
ルタイム無難にこ 
なしたのも収獲。 
〇……個々で光っ 























日本実業団リーグ日程 


• 5月25日（土）本田技研一三菱レイヨン大竹 

大崎電気一大同製鋼 

(愛知県体育館） 

• 5月26日（日）大同製鋼一本田技研 

大崎電気-■誠 

. 6 月 1 日⑴竹-大同製鋼 

• 6月8日（土）三菱レイヨン大竹一■三景 

大同製鋼一湧永薬品 _ 

(大阪市中央体育館） 

•6 月9日（日）三景一大同製銅 从、 

(岐阜県営体育館） 

大崎電気一本田技研 A 
(四日市市営体育館） 

湧永薬品一三菱レイヨン大竹 
(山口県岩国市） 

(注）次の試合の日程（月日，会場）は4月下 
旬に決定される。 

本田技研一湧永薬品 
三景一大崎電気 
本田技研一三景 
湧永薬品一大崎電気 


6チーム総当り、6都市転戦、日 
4週7日間にわたる"ペナント. 

レース 5* -初のサーキット化に 

踏み切った全日本実業団男子選手 
権が「日本実業団リ彳ダ」と銘打 
つて 5月25日いよいよその幕をあ 
ける。この試みがもし成功すれば 
ョーロ ッパなみの「日本選手権リ 
1グ - l -. (仮称)の実現も有望とな 
ろぅ。 

各地のファンも、是非会場に出 
向いて大会を盛り立てて欲しい。 

本誌では、記念すべき初大会の 
スタート台に立った6チームの抱 

負、選手名簿、それに見どころな 

どを特集した。 


日本実業団リーグ2 、 5月25日に開幕 


大同製鋼中心の優勝争いか 


八みどころ>選手権のサーキット 
化——「地方ファンにも好試合 
をしといぅ日本協会の施策をま 
ず、全日本実連が手がけることに 
なったといえる。一試合々々、全 
日本級の選手を中心に、好内容を 
期待できるし、長期戦の妙味もか 
らむが、焦点はやはり優勝争いだ 
当然のことながら前年度4大夕 
ィトル独占の大同製銅(愛知)が 
軸。藤中、中井両エースのほか花 
輪、柳川兄弟が世界選手権へ行つ 
てすっかり自信をつけた。それに 
野田、加藤、松原。簡単には切り 
崩せない堅城を誇る。 


対抗は湧永薬品(大阪)。木野は 
じめキャリア豊富な巧者揃いだけ 
に、コンディショニングでは随一 
の力があるとみたい。 

穂積、津川の大経大コンビと、 
今井一人の GK 陣に福井が加った 
のも大きい。両者は第4日で顔を 
合わすが、この一戦が最大のヤマ 
ではなかろぅか。 

ダークホースは本田技研。大味 
な試合運びがもろさにつながって 
いたが、柳の加入で締まり、バラ 
ンスがとれてきた。 

世界選手権個人得点2位•佐藤 
のプレーは今大会話題の一つ。 


大崎電気(椅玉)、三景(東京) 
も闘志を燃やしている。 

短時日の一本勝負では、ベテラ 
ン中心だけにスタミナ不足を露す 
が、長期戦になれば、その考巧さ 
が武器。特に大同戦、湧永戦はも 
つれそぅな気配である。 

大江の引っぱる三菱レ(広島) 
はメンバーの若さが気になるが、 
波に乗れば梅れぬ力を示そぅ。 

(次頁の名簿は本誌調べによる非 
公式なもの〕 

一 - 初 (D サ—キッ k -I - - 

-かくたたかう- 

A 大同製鋼•昨年度優勝 V 待望の 
リーグ戦化実現だが、長期の日程 
を考えると、スタミナ、ぺース造 


りが問題となる。精神的にも緊張 
状態に全員をおくことが不可能な 
ため、どう乗り切るかの調整を考 
えて戦いたい。 

戦力的には、昨年度とほとんど 
変わらず、新人も即戦力にはなら 
ないので、若手がどこまで成長す 
るかを楽しみにしたい。 

昨年は、幸運にも、全日本総合 
をはじめ、すべての全国大会で優 
戦することができたが、今年は必 
ずしも勝てるとは限らず、原点に 
戻って「追われる」のではなく参 
加全チームを「追う」つもりで無 
心に戦いたい。 

<本田技研鈴鹿•昨年度2位>こ 
れまで弱点とされた守備力を強化 
するため、今シ1ズンは1日3時 
間の練習、ミ彳ティングで、この 
面を重点的にとりいれ、個人技の 
向上のためには徹底したマンツゥ 
マン訓練、チーム技としてはフッ 
トワーク 、マ ーク 、激しさなどを 
反復して.きた。 

また、これまでの大会とちがい 

一気に波にのるということが難し 
そうなので、各試合にベストをつ 
くせる精神力も養ったつもりだ。 

チーム自体がまだ若いだけに、 
相手とのかけ引きにおくれをとる 
不安もなくはないが、全員一丸と 
なっての闘志1粘り強さによって 
是が非でも、初のサ！キット化に 
よる記念すべきリーグ戦を優勝で 
飾りたい。 


<大崎電気•昨年度 3 位>初の 3 
週間に亘る転戦が行われようとし 
ているが、初めての試みでもあり 
各 チ—ム とも、それぞれ意欲を燃 
やしていることだろう。我々は、 
各地で待つファンに対し、また、 
初めてハンドボールを観る人々に 
対しても、けして上面ばかりのプ 
レーではなく、中味のあるプレー 
を展開することにより、好まれる 
チームを目指し、ややマンネリ化 
しつつある実業団チ—ムにあって 
ハンドボールの底辺を拡げる意味 
でも、新鮮な気持ちで、基本にか 

えり、見応えの ある 試合を . を 

モットーに臨みたい。 

また、初のサーキット化を成功 
させる意味でも、今後のハンドボ 
丨ル界の普及のためにも、最大の 
闘志をもって臨む所存だ。 

<湧永薬品•昨年度4位>実業団 
各チームの力が向上し、攻防の激 
しさも手伝って、疲労による故障 
者が多数出たこれまでのシステム 
とちがい、サーキット化は、各チ 
—ムとも、次の試合までに充分態 
勢を整えて出場でき、満足のいく 
ゲームができると思う。 

昨年は、大同に全タィトルをさ 
らわれたが、今年こそと、その奪 
回に闘志を燃やしており津川、穂 
積、福井の新加入によって、チー 
ムは大型化、これまでのコンビネ 
1ションプレーをさらに前進させ 
スケール.の大きいハンドボ^~ルの 
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優勝の行方を左右する大きな要因 
になりそぅだ。すでに"チ ー ム造 
り"の段階へ入り、燃えている。 
<三菱 レイヨン 大竹•昨年度6位 
>今シーズンは、3名の新人加入 
があり、また、最近1〜2年に入 
社した若手の進境もあって、昨年 
に比較すれば、層も厚くなり、総 
合戦力は向上したと考えている。 

しかし、他チームも補強されて 
いるよう であり、彼我の戦力はむ 
しろ開かれてしまって いる 可能性 


もある。厳しいシーズンになりそ 
ぅだ。それらのチームに対して、 
勝点をあげることは至難とも思え 
るのだが、一応、目標を次の2点 
において臨むつもりでいる。 
①最低1勝をあげる②失点をでき 

るだけ少くする。-サーキット 

法式移行が、底辺拡大の布石とな 
るためには、よい試合をすること 
が必要であり、そのためにも二つ 
の目標はぜひ達成したい。 


立石電機さっそう 

旧大洋デパ—卜勢をそっくり移 
籍させて発足した女子実業団 • 立 
石電機(熊本県山鹿市)が、新シ 
1ズン開幕を待ちかねていたよう 
にデビュー、2戦2勝して関係者 
を喜ばせた。 

日本•デンマーク国際親善試合 
の京都大会 (4 月7日)、大阪大 
会8日)の前座試合に、ブラザ 
1 H 業(愛知)、田村紛(三重)と 
対戦したもので、選手にとっては 
昨秋の千葉国体以来、6ヶ月ぶり 
の"実戦"だった。 

垂水、米、小原の3名手は結婚 
などで脱けたが、島田を主将に、 
山下、蔵田の世界選手権代表をは 
じめ、紀野(大分東高)、根岸(熊 
本女高)の両新人、大崎電気から 
転入した和田(世界選手権代表) 
ら 16 人は元気いっぱい。 

井監督(元大洋監督)は、「販 
売から生産の仕事へ急転換、気疲 
れ もありますが、 ようやく 落ち着 
きました。まだ、六分のデキなの 
に勝てたのは幸運—」と控え目だ 
が、大洋の誇ったフ X ア•スピー 
ド•ダィナミックの伝統をみごと 
にうけつぐ試合ぶりだった。 

▽第1戦(京都府立体育館) 

立石電機4/8 —lr ブラザーェ 
(熊本) 11615 6 業(愛知) 

▽第2戦(大阪市中央体育館) 

立石屋 s ( 87 u )s 田 (一一 f 重 f 


完成を目標としている。シ ー ズン 
オフにはサ—キットトレーニ ング 
で体力養成、特に防禦力をいっそ 
うつけ るよう つとめた。各ゲ ー ム 
で、最大の力をだせるよう心掛け 
たぃ。 

八 三景 •昨年度5位 V うちのチー 
ムは不断の練習によって培れた" 
頭張り，で I 戦々々をだいじに戦 
うことをモットーにしているが、 
今大会は、特に長期戦で.もあり、 
この点をいっそう自覚し臨むつも 


り だ。 

もち論、勝つことが第一の目的 
であり、今シ—ズンは新人の力も 
高く自信の ある 陣容を布けた。 

しかし、実業団の試合といぅの 
は独得のカラ—があり、新人たち 
が、いかに早くチームやその展開 
にな u めるかが一つのカギではな 
いかと思ぅ。 

これは、お互い手の内を知りつ 
くしている各チームいずれにもあ 
ては まること で、新戦力がリーグ 

—日本実業団リ J グ選手名簿(冗は〇乓ドは？？、 

大同製鋼(愛知)本田技研鈴鹿 大崎電気(埼玉) 

1) 


K1 

2 

F 2 

3 
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部長畔柳藤男 
監督中浜大輔 
—チ野田 清 

マネ更谷章二 

◊ 

柳川 清175 
倉谷栄治172 
野田 清169 
藤中憲二179 
加藤友弘183 
中井武三181 
松原光三180 
花輪 博178 
石川幹夫173 
北村光次175 
守田宜生169 
更谷章二163 
柳川 実175 
桐山 保 168 
中本満明184 


〇 

1 

3 

4 

5 


(新加入者なし) 


K 督松岡富夫 
マネ加藤玉陽 
◊ 

K 1 細野秀男178 
12〇牧原元則 m 
(名城大附属高) 
F 2 勝田 明171 
3佐藤要二180 
4田上敬三178 
5新実俊夫181 
6〇柳 隆司 17.9 
S 大) 
7長谷川裕175 
8加藤‘玉陽 1 C 8 
9宮川俊英179 
10矢野充彦169 
11新野弘行169 
13高木 徹173 
14近藤昭二165 
15豐田維佐夫184 
16〇斎所博美174 
(水俣ェ高) 


K 1 

F 2 


部長辻本正義 
監督井上素行 
!チ旗野俊彦 
◊ 

岩下利久176 
飯田誠行187 
3東 一敏180 
4 谷口俊郎178 
5佐藤章治177 
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13〇橋本隆三177 
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14〇江森正彦170 
(国学院栃木高) 
15〇酒井義男170 
(口加高) 
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四日市市東茂福町10— 17 
TEL 0593-65-2156 (代表) 
郵便番号512 
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オリンピックの技術が生きている。 

東京、メキシコ、ミュンヘンと連続3回オリンピック試合球に選ば 
れたミカサの超高級ナイロン糸巻きの技術の粋がこのボールにもす 
ベてに生かされヤいます。 

《科学のボール.完全防水……クラリ ーノ製(準検定）もあります。》 

日本 ハン ド ボール 協会検定球 



明星 IT ムエ業株式会社 

Ns ^ 広鳥•東京•大阪•福岡*名古屋•札幌 


海外トピックス 


杉山 茂—— 

( NHK 運動部） 


つけたが、後半になると、ラィプ 
チヒの激しいあたりに動きを封ぜ 
られ加点できず、クレッシュマー 
へ ルビクらの追いこみをうけて 9 
1 9、そのあとラィプチヒはュグ 
ハンスの活躍で2点をあげ、8年 
ぶり (2 度目)の優勝を決めた。 

キエフの 5 連勝、ソ連代表によ 
る第 7 回以来の連勝記録はいずれ 
もストップした。 

SC •ラ 2 へ 518 ノ〇スパルタ 
イプチヒ lvt - 2 yl ク•キエ 


(東ドイツ) 


◊ 


vf L • 6 ^8 16 ノ 5 
グンメル1广 8—9 yl 

スバツハ 

(西ドィツ) 

オプサル 3/"!^ -5^0 

オスロ ( lv6—5yl 
ノルウ H 
1) 


CH •ブ 

ラチスラ 
く 
ノ 

オブサル 
オスロ 


フ(ソ連) 


一方、第14回男子は、世界選手 
権終了後、準決勝から再開。2連 
勝を狙ぅ MAI •モスクワ(ソ連) 
と王座奪還にもえる vf L •グン 
メルスバッハ(西ドイツ)が勝ち 
4 月 21 日ドルトムントのウ 
エストフ ァー レン ホー ルで対決す 
る0 

4月19日現在、一万枚の入場券 
は売り切れ、準決勝•グンメルス 
バッハ XCH •ブラチスラバ(チ 
ヱコ)戦の I 万二千五百人を上廻 
る大観衆がつめかけそうだ。 (= 
次号詳報) 

▽準決勝第1戦 


▽同第2戦 

yf L • 5/8 130 
グンメル1-4 yl 

スバッハ 

M A I • 2 へ 11 1 7 レ 3 

モスクワ 2,1116 yl 

ユ—ゴが優勝飾る 

〜東ドイツ女子国際〜 
世界選手権後初のビックトーナ 
メント 、東 ドイツ 女子国際 カップ 
は6力国が 參 加、4月べ イムで 行 
われ女王•ユーゴが2引分を強い 
られながら無キズで優勝した。得 
点王は23点をあげた M ■トルティ 
(ユーゴ) 0 

東ドイツ11— -8 チヱコ 
ハンガリ 116 —— 11 ソ 連 

ユーゴ 18 -14ポ ■ ランド 

ソ 連22 -〇〇 ポ^ —ランド 

東ドイツ21-15ハンガリー 

ユ—ゴ 16 -11チヱコ 

東ドイツ13——10ポーランド 

ハンガリ112 —— 11チヱコ 


ユ1ゴ 


】- 


7 ソ 


連 


CH •ブ 

ラチスラ 
バ(チ X 

5 

MAI - 

モスクワ 

(ソ連) 


ポ ー ラン ド 16 —— 10チヱ3 
ユーゴ12(分)12ハンガリ— 
ソ 連13——11東ドイツ 
ハンガリ119——13ポーランド 
ユーゴ11(分)11東ドイツ 
ソ 連. 16 ——7 チ X コ 
【順位〕①ユーゴ 3 勝 2 分②東ドィ 
ツ•ハンガリ 13 勝 1 分 1 敗④ソ 
連 3 勝 2 敗⑥ポーランド⑥チヱコ 
西ドイツリ 西ドイツチャンピ 
—グ終盤へオンを決める"ブ 
ンデス•リガ"(全国リーグ)は 


いよいよ終盤、今シーズンから南 
地区は 10 、北地区は9クラブ参加 
となり総試合数はあわせて162とい 
ぅ長期戦、全日程を終えた北地区 
は TU S - ウェリンホーヘンが 15 
勝3敗で1位、グンメルスバッハ 
が2位 、 GW •ダンケルセンは3 
位ハンブルグ • SV は9勝9敗で 
6位。南地区は TY •フッテンバ 
1 グと FA •ギョッビンゲンが 1 
2位、南北1、2位でこれから熱 
狂の決勝トーナメントだ。なお、 
2部落ちしていた THW •牛—ル 
は北部地^^リーグで 18 戦全勝して 
優勝。全国リーグへ復活が有望で 
ある。 

OSCR 昨秋来日した西ドイ 
が優勝 ツ女子、 OSC 1フ 

インハウゼンはニーデルハイン地 

域リーグで今季も18戦13勝3分2 
敗の好成績をあげ優勝 (2 連勝) 
5 月 1 日から始まる西部クレー 
コート選手権(屋外7人制)での 
活躍が期待されている。 

ル—マニ アメリカ大陸から 3 
アが勝つケ国が参加して話題 
を集めた ラテンカッ ブト^~ ナメン 
卜はこのほどテラモ(イタリア) 
で行われ、ルーマニアが2軍を送 
りながら 優勝した。2位は フラン 
ス、3位 スペイン、 4位に初めて 
イタリアが 食いこんだ。 

注目のカナダは7位、南米から 
はせ参じたブラジルは6位、アル 
ゼンチンは最下位 (9 位)だ〇た 


キエフの 5 連勝成らず 

〜女子ョーロッパヵップ〜 

各国チャンピオンチ ー ムによる 
第13回女子ョーロッパヵップの決 
勝戦、スパルタク•キエフ(ソ連) 
XSC •ライプチヒ(東ドイツ) 
の試合は、4月7日オボ—レ(ポ 
1ランド)で、約四千五百の観衆 
を集めて行われ、 SC •ライプチ 
ヒが劇的な逆転を演じて 12110 で 
勝ちスパルタク•キエフの5連勝 
を阻んだ。 

本誌前号のあと、準決勝でライ 
プチヒはアイント ラク ト •ミンデ 
ン(西ドイツ)を9 1 8、22 j 8 
で、キエフはラドニッキ•ベオグ 
ラ —ド(ユ1ゴ)を14—8、14— 
12 で破り決腾へ 進出して いたもの 

試合は、キ H フがボブルスの活 
躍で着実にリード、前半3点差を 
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一 「頂点強化対策」は総点検が必要- 

一 このままではベスト8は夢だ一 

日本協会で国際渉外を担当する光島磯雄常務理事が頂点強化対策について根本から再検討を 
要望する一文を寄せた0光島氏はミュンヘンリオンピックにつづき今春の世界選手権を観戦， 

日本の現状を栄養不良症状であると診断した0執行部の一員，いわゆる体制内部から出たこの 
「反省と将来への提言」につき，読者の意見を待ちたい0 

- 光島磯雄- 

(日本協会国際担当常務理事) 


日本ハンドボール協会公認球 


豢ハ。スワークのさえ 
• オーソドックスなデザイン 
着ハンドリングのよさ 

:丽 ■ 饫子斿ヲ株式会社 




第8回男子の世界選手権大会 ( 
2月 28 日〜3月10日東ドィツ)を 
見学し世界の気運に接した感想を 
記しておきたいと思う。 

全日本チームはメンバー決定が 
おくれたため練習期間が十分にな 
くコンビ不馴れな点もみられたが 
総体的にはトレーナー、選手とも 
あたえられた条件のもとで良く戦 
つたこと を最初に記しておく。と 
りわけ対ソ連戦では大会6試合の 
うち最も良 VV 内容を示してくれた 
ことも披露しておく。 

しかしながら私は全般的に考え 
て、現在の頂点強化対策の再検討 
は絶対に必要であるとの感を胸一 
杯に抱いて帰国した◦以下又して 
もの感があるが、古くて新しい問 
題の提起を面をおかしてのべてみ 
ることにする。 

モントリオール対策の一環とし 
ての スター トで我がチ ー ムは第 12 
位の成績に甘んじた結果に終った 
が、世界の大勢と照らし合わせた 
上で今後の見通しは如何？と問わ 
れ ると 私と. L ては真に残念ながら 
10位以内に食い込むという希望的 
な条件を見出すことははなはだ困 
難で あると しか申し上げられな 
い。その理由をあげてみる。 

⑴国際試合経.験の不足 

ミュンヘンオリンピックの経験 
者3名にしてもその公式国際試合 
出場歴は木野 50 回、中井 28 回、本 
田 41 回でこの程度では欧州では珍 


らしいものでなく、この3名にし 
ても手入れを欠かせば鏡びてくる 
のは当然であり、ましてやこの3 
名以外の新参加者がいかに当惑す 
るかは一目瞭然ということにな 
る。いか K 1 体格、技術、体力にす 
ぐれた人材を選抜し、すぐれたコ 
—チがついて合宿練習をしたとし 
ても、海外遠征による国際経験す 
なわち武者修業を積まぬ限り全く 
問題にならないことを再確認し 
た。 アメリカ や アフリカに 勝てる 
うちは12位は保証されるであろう 
がそれも時間の問題である。ちな 
みに国内行事の国際試合も含めて 
48 年度の全日本チームの国際試合 
数は3月9日現在で12回である ( 
対ユーゴ4、対ィスラエル2、世 
界選手権 6) 。今回の大会でも、 
ある時は超一流のプレーを示し満 
場の大喝采を浴びるかと思うと、 
他の時には日本国内では絶対にせ 
ぬような凡ミスをおかし失笑を買 
うという現象はミュンヘン時にも 
みられたことであるが、この凡ミ 
ス及び失点を少なくするという基 
本的な問題を解決出来ない状態で 
の(新人が海外での雰囲気は特別 
なものという重庄感を抱くうち 
は)大会派遣は選手にとって気の 
毒である。このことは従来のよう 
に、大会開幕前に数回外国チーム 
と対戦することによって慣熟し解 
決出来る性質のものではないので 
ある。 


とにかく現在までのように年間 
5回に満たぬ国際試合経験数では 
今後飛躍的に向上をのぞむことは 
絶対に不可能であり、万年12位に 
留らざるを得ないで •* ろう。8位 
への壁は非常に高くけわしいが、 
これが克服打開には一にも二にも 
国際試合経験数の増加(年間最低 
40 試合//)以外に途はないと断言 
する。一方幸にして日本ハンドボ 
丨ルのゲーム態度は他国にくらべ 
て真にフヱアーで好評を得ている 
ことも事実であるが「強さ」「た 
くましさ」「粘り強さ」「かけ引 
き」においては国際ハンドボール 
界では〃高校の部〃に相当する。 
もっと皮肉に言えば、模範生徒で 
あるが惜しむらくはハンドボール 
的に慢性栄養不良症状を呈してい 
るのだ。それにもかかわらず選手 
達は限られた条件のもとで真に良 
くたたかっている。しかし国際試 
合雰囲気での慣熟不足のため失点 
し、凡 ミスを 生じ、もう一歩とい 
うところで試合を失なうという状 
態に関しては、明らかに日本協会 
が青任を感じなければならないと 
思うのである。 

⑵チ—ム人員12名は当を得たも 
のでない 

これは次に記す財政と関連する 
ことであるが、12名しか派遣出来 
ない事情はあるにしても明らかに 
頂点強化に矛盾する問題として考 
えざるを得ない。わかり切ったこ 
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新宿区新宿2 丁目電俘荊 

k TE し （341)2979 -1016 


望月運動用 SKK 

束京考&墨田区稍:川橋4■了目6 
丁 E し本所 （62 2) 〇74 6 


とながら12名の枠の欠陥を列記し 
てみよう。 

£負傷者、疾病者の発生は確実 
であり、その補充の幅がせまく 
もし中軸的選手に故障が生じた 
らもうそれまでである。 

( n )7 対7の攻防戦練習が出来な 
丨いという技術的難点。 

H チームカというものは人数力 
ヶル経験数によっても表現され 
るゆえ、12名の場合第8番目以 
下を起用した場合たちまちに支 
障を来た.すことになる。長期的 
な視野でのメンバー改訂も考え 
られない。常にゼロから出発す 
るような不安感がつきまとうの 
である。 

㈡ 指導スタッフが思い切った戦 
法をとれない。不安感が去らな 

飞〇 

少なくとも指導スタッフが余裕 
ある精神状態を保てるよう対の攻 
防戦練習が可能な人数は確保して 
やるべきである。医師、マッサー 
ジ、通訳、記録採集要員など欲を 
言えばキリがないが、せめて試合 
に直接関係する「戦える人数」だ 
けは外国と対等にすべきである。 
⑶財政的問題点 
国庫(日体協)の補助金なども 
先細りの状態にあり、今後ミュン 
ヘン以前の程度の強化策さえも思 
うにまかせぬという先行きになる 
となればどのように対処すれば良 
いのか？今後数年間の行事予定 


を みても重要行事が目白押しに続 
いており、それに要する費用の調 
達も至難事であり、頂点強化のた 
めどれかの部門をしわよせしても 
良いという状態でもない ことは 周 
知の事柄である。他の種目団体は 
どのようにやっているのか？ アマ 
チュアリズムを高く かかげるのは 
結構だが、ニッチもサッチも行か 
なくなるようなアマチュアリズム 
では困る事態が来ると思う。 

頂点強化の意義目的の認識を新 
たにして、 この 際根本的な改善を 
考えなければ、再三言う ごとく 万 
年12位であり、#加する ことにの 
み意義を感じておれば良いので 
ある。 

次に強化対策改善の部分的案と 

して思うことをあげてみる。 

S 有力な選手は有力な実業団に 
吸収しても らうよう にす る。 大 
げさな表現であるが、全世界は 
日本のスポ—ツの中核は実業団 
であることを知りぬいているの 
である。 

㈣ 過去のスタッフの頭脳、経験 
実力、功績を再評価し、強化に 
最大限に活用するための処遇法 
を研究する。(村田、竹野、宇 
津野、大西、近森氏ら) 

2:学生を全日本チームとして選 
ぶ場合は、少なくとも卒業後数 
年間は実業団に入って努力精進 
を続ける決心と覚悟のある人物 
でなければ無意味である。折角 


派遣してもハンドボールに関係 
のない進路を進まれては元も子 
もないのである。 

㈡ 全日本チ—ムの選衡基準をよ 
り一層具体的なものにして人材 
発掘に便利なようにする。 

$海外遠征は協会直轄のみでな 
く、実業団主体性で「下請け」 
してもらうよう にす る。 いわば 
費用負担の肩替りの意味 もある 
が、経験増加に努力して もらう 
と考えれば背に腹はかえられな 
いのである。 

H 有力有能な選手をハンドボー 
ル留学させる窓口を持つこと。 
近森氏の例もあり、西独ならば 
可能である。 

⑴ IHF 理事渡辺和美氏の活動 
をより一層高く評価し今後共相 
互に意志の流通を円滑化するこ 
と。現在の日本協会において渡 
辺氏の他に誰が IHF に地歩を 
占めることが出来るかを考えれ 
ば、有能なるハィンツ•ブラッ 
シュ氏(渡辺氏の駐欧秘書)の 
存在とあわせて日本の利益につ 
ながるよう最大限に活用し相談 
すべきである。 

今回の危機(注•アジア予選 
への参加問題)の収拾にも渡辺 
氏は重要な役割を果たされたこ 
とをも認めなければならない。 

⑷審判について 

今回のレフヱリ—は 12 ケ国の 26 

人が選任されチュニジア組が初め 


てョー ロッパ 以外の地域から選ば 
れて担当した。しかし、本当によ 
く動き、明確に吹笛し正しい判断 
力を示していたのは、スゥ X 1デ 
ン、西独 (BRDyDDR (東独) 
の3ペアで、あとの連中は あまり 
とるところなし。7米投 のとり 方 
( H リア付近でのとび込みに対応 
する動作としての防禦)には理解 
に苦しむ場面がみられた〇-今後国 
際レベルでの吹笛に資質(会話、 
専門用語、交際)を有するレフリ 
—の育成と海外派遣については、 
前記の選手に対する対策同様に審 
判部の頂点強化推進として前進を 
開始してもらいたいものである。 

以上長々と書いたがこれらの問 
題の中には想像以上の困難、障害 
がともなうものが多々あろう。又 
はそれほどまでしなく ともと 考え 
られる向きもあろうかと思う。し 
かし日本ハンドボールの直面する 
壁をいかにして乗りこえるかにつ 
いて、もう一度頂点強化対策を洗 
いなおしてみる意味であえて問題 
を提起した次第である。 

小さな枝流があつまって山をく 
だり、 谷を めぐり、 野を はしり、 
洋々たる大河となって海へ そそぐ 
ように、我がハンドボールも小異 
をすて大同団結の実をあげ、我々 
の子孫のために大きな夢を持とう 
ではない か。 (了) 
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木野選手 50 試合のあと 

試合日 対戦国得点 


昭 41. 

10. 

3 

中 国 

6 

42. 

1 . 

3 

ルーマニア 

1 

42. 

1 . 

8 

フィンランド 

8 

42. 

1. 

12 采 

ハンガリー 

6 

42. 

1 . 

13 ホ西ドイツ 

8 

42. 

1 . 

I 5 氺ノルウェー 

9 

42. 

1. 

25 

スペイン 

5 

44. 

6. 

20 

ハンガリー 

7 

44. 

6. 

21 

ハンガリー 

4 

44. 

6. 

27 

ソピエト 

1 

44. 

6. 

28 

ューゴ 

4 

44. 

6 . 

29 

ルーマニア 

1 

44. 

7 . 

2 

ハンガリー 

4 

44, 

7 . 

9 

西ドイツ 

5 

45. 
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式戦、その時に現役であった幸運。 

そういえば、彼には運がある。 
勝運がある。 スタ ーとは、そうい 
うものなのかもしれない。 

☆ブレーもそうだが、ユニホーム 
を脱いでも、彼は冷静で的確な判 
断力を示す男だ。 

「 50 試合の表彰、嬉しいですよ。 
でも、僕がやっと到達したんでは 
ダメ、いちばん若い選手にこのく 
&いのキャリアが欲しいです。欧 
州では 70 試合をこして一人前 、100 


木野実選手1 

公式国際試合に Q 回出場 

. 日本選手では初めて 

日本協会は、日本選手として初めて公式国際試合出場 50 回を記録し 
た 木 野実選手 (Fp 、 27 才、湧永薬品、寝屋川高—立教大 出) を.4 月 
7 日京都府立体育館で行われた全日本 X スタジオン • IF (デンマー 
ク)戦の開会式で表彰、田村正衛会長から記念のトロフィーを贈つ 
た。 【カットは 今春3 月、 世界選手権出場の際、東ドイツ紙「スポ ー 
ツ •エコー」 に掲載された木野選手の似顔(アラアゼウスキー氏画)〕 



☆ 木野実選手おめでとぅ 

☆日本協会の男子7人制公式国際 
試合総数は64。木野はその8割近 
くに名を連ねている勘定‘だ。近年 
の全日本の歴史は、彼なくしては 
語れないことになる。 

オリンピック 採用で急増した公 


試合がザラです。ベスト8への壁 
こんな処にも感じるなァ」 

☆公式国際試合といぅ耳なれない 
言葉が聞かれるようになったのは 
4年ほど前からだ。 

ヨーロッパの新聞社からの問合 
せに、編集部が慌てて資料をとと 


のえた。それまで、日本協会はこ 
ういうことに無頓着。 

チームスポーッに個人単位の表 
彰は無用という考えが、長くはび 
こりすぎてもいたのである。 

☆ 3 年前のスゥ XI デン戦あたり 
から、全日本の各選手にファンが 
つ含はじめた。 

木野評はク—ルな男、であった 
プレーがスマート、あの脚がいい 
といった女性フアンもいる。 

選手間の信望も厚い。7日、日 
本協会とは別の〃表彰式〃があつ 


た。 

チームメ ー トがおこずかい を 出 
しあって記念品を贈ったのであ 
る0 

☆ 「 50 試合のぅち、最初に出た選 
手権(昭42)、44年の タシ マイ ダン 
カップでユーゴに勝った時、46年 
の オリンピック 予選の三つは印象 
深い」 

オリンピック予選の時は重貴に 
押しつぶされそぅになり、苦しみ 
ぬいた。彼のナ—バスな一面を物 

纽叫っている。 

☆キノの名は国際的にも高い。特 
にそのインサイドワ彳クは、切れ 
味の鋭いフットワークとともに定 
評がある。 

「まったく彼は考えたプレーを 
する」と 最近来日した ヨー ロッパ 
の名手•フランドセン(デンマ— 


ク 、スタジオン IF ) も驚嘆した 
し、昨秋の スノィ •ユーゴ監督も 
同じ ことを 云っていたものだ。 

☆最近、不満ガあるといぅ。主に 
報道関係者が、彼への枕詞として 
「ベテラン」といったり「老巧」 
といったりすることだ。 i 日でも 
長く全日本に居るため限界に挑み 
これまで以上の節制をつづけてい 
る時に、ハタで老けこまされては 
かなわないと若い顔を，ふくらま 
せた。「ベテラン」を「熟練者」 
と訳せば君にピッタリじやないか 
0 

☆公式国際試合における初得点は 
中国戦の前半3分30秒の7 MT 。 
当時立教大学3年生。以来7年半 
177 ゴール 0 

家庭には好子夫人と長女•陽子 
ちゃん0 
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个ゴール前一瞬の攻防⑧は柳川弟， GK はドッグ 
ス（西ドイツ戦） 




-この大会で佐藤（得人得点2位）の活躍はみごとな 
ものがあった（ブルガリア戦） 




■■4—る 


木野の技巧的なプレーは相変らず光 


(東ドィツ戦} 






















个日本の課題はディフェンス、体力のある相手に 
のしかかられて射たれるケ—スが多い。⑩はマ 
ショリン(対 ソビエト 戦) 














个決勝の後半，ルーマニアは⑩コスマが貴重な勝ちこ 
し点をあげた （ GK は東ドイツのヴヱイス） 




■響、麵 . 

S SB9 ，增 ^:: 

1 1 決勝戦、ル—マニアの守備陣は東ドイツ、ガ 
■ンシヨ フ②を巧みに封 C 1点におさえた。 こ 
れは勝因の一つである。 



に 優勝への執念を よみとることができる。 











t 決勝戦。佐藤と得点王を争ったルーマニアのエース 
⑨ビルトランの攻撃 






a _ 鍾糂 i 業練式会 !i 



鍛えぬかれた フォ —ムにこ そ、 

メカの真■がある 

■ジユ I キミシンは精密 H 学の結晶とぅたわれる高級品。シャ—プなスタイリングで、その名を高めています。 
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全日本遠征成績 
▽第8回世界選手権（東ドイツ） 
•予選リーグ C 組 
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日本=12位 


▽第8‘回世界選手権アジア予選（イスラエル) 

① 日 本14(|二|)14ィスラェル 

② 日 本 )14 イスラエル 

▽親善試合（※印は公式国際試合） 

※ユーゴ36^2^— -^^24 H 本 

※ユーゴ日 本 

日本1< 7 8 = 6 9 > は品ン 

通算11戦2勝2分7敗’ 


八ントポー J レネツト 


GOOD TASTE & ORIGINALITY 



_-_ 0 —— _, 株式会社 

T 7 スレアイツ^ 7 r ^： E：P ディ ； JT 

■ 本社■大阪府吹田市豊津町2番3号〒564 


TEL . (06)385-1 111(大代） 

東京*札幌•仙台•名古屋•福岡 


を行なっているため、ディフェン 
スで力を使い果して、オフヱンス 
になると力が出ずミスが多くなり 
点に結び付かなくなって来るのだ 

日本は攻撃力においては、世界 
のどのチームに対しても通用する 
ことを実証した。これは殆んどの 
試合で二十点以上取っていること 
でも判る。日本人の特徵を活がし 
た素早い動き、速い攻めなどが今 
回も有効であった。ディフヱンス 
をより 強化する ことと、 欧州との 
交流をさかんにし、数多くの国際 
試合を経験して少しずつ上位諸国 
との差を縮めることが、結局は世 
界の壁を破る一番近道ではないか 
と思う。 ( FP 、 大同製鋼) 

スポ！ソ王国•東ドイツ 


東ドィツは今や世界最高のスポー 

丨ツ王国と云える。 

「1日1回はスポーツを」とい, 

うスロー ガンが徹底し、スポーツー 

奨励を憲法でうたっているのだ。 
公営の体育施設は市内のもっと . 

も便利な場所にあり、クラブ組織一 

もしつかりしている。 

世界選手権は国内11市町村に散 
って行われたが、どこの会場も、 

夏目選手が報告(27頁)しているょ 
うに、けっして大きいものではな 
く、収容力は予選 A 組と準決勝2 
組の主会場となったカールマック 
ススタットの四千七百が最高、首 
都東ベルリンも通常は三千七百人 
が限度ということで、使い易さに 
主眼がおかれているのはさすがで^ 
あった0 


世界選手権リポ—卜 

ゲームスタミナに課題残す 


〜予選リ—グ. 


世界選手権の第一戦は、優勝候 
補一番手の東ドイツとであった。 
前回は、惜しくも決勝戦でルーマ 
ニアに延長戦の末、一点差で敗れ 
ている。その為か今回の東ドイツ 
は試合前の練習でも気合十分で、 
日本を圧倒しそぅな意気込みであ 
る。東ドイツは、二人の左腕が攻 
撃の中心で特にガンシヨフはボス 
トプレ I 、ロングシユートと多彩 
な攻撃を誇る最高のアタッカ—。 
前半20分まで7対5で東ドイツが 
一歩リード、20分すぎに日本は7 
対7と同点とし逆転のチャンスも 
あったが、速攻からのノ^ —マーク 
シユートを失敗し逸した。 I 方、 
東ドイツは、日本のミスを逆にチ 
ャンスに結び付けて、あっといぅ 
間に我々は13対9と点差を付けら 
れてしまった。逆転のチャンスに 
おかしたシユートミスが悔まれる 
結果になった。後半に入ると東ド 

イツは、ガンシヨフの打つロング 

シュートが悉く決まり、日本のデ 
イフ X ンスは呆気に取られるばか 
りだった。ヰ—パーの顔の横や身 
体の側を貫くシュートは物凄いス 


対東ドイツ〜 

柳川 清 

ピードがあり、牛—パーが手も足 
も出ないような感じである。この 
ガンシヨフをマークしているとポ 
ストシユーターの素早い動き、ピ 
ボットプレーなどで日本のディ フ 
ユンスは攪乱され、ゆさぶられて 
しまった。日本は後半、スタミナ 
不足でボールの回りが遅く、個人 
技で勝負したような結果になっ 
た。日本は前半にスタミナを使い 
果した感じで、一試合フルにスタ 
ミナが持つような体力をつけるこ 
とと、ディ フ ヱンスにおいて体力 
的に劣っているので素早い動きで 
カバーするようにしなければなら 
ないと痛感した。特に日本が世界 
の上位に入るには、これまで何回 
となく言われて来たことだが、デ 
ィフヱンスの強化を行うことが先 
決だ。スタミナについては、欧州 
ではオフヱンスとディフヱンスと 

で選手を使いわけ、選手交替を頻 
繁に行なって、この面をカバーし 
ており、そういう作戦もこの課題 
を解決する一手段ではないかと思 
う。日本は一試合を通して、同じ 
選手がオフヱンス、ディフヱンス 
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日本、シュ—卜最多記録 

西ドィツの「週刊ハンドボール」 
誌によると、今回もっともシュー 
卜 (6 試合通算)を射った国は日 
本で275本、シュート成功率は47%。 

最少はルーマニアの210本、シュ 
1 卜成功率は 52 %。シュート成功 
率の最高はソビェトの59%。なぉ 
失点のもっとも多かったのも日本 
(155 点)で、ルーマーーア(81点) 
と74点も差がある。 


"フ H アブレ—"は東ドイツ 
最下位にル—マニア 

大会終了後、組織委員会はフ X 
アブレーカップの受賞国として東 
ドィツを決めた。 

同賞は6試合を行った12ケ国を 
対象に反則退場1分につき減点1 
警告 1 回が減点 1、 課せられた 7 
MT 1 回で減点2とし、減点合計 
数がもっとも少い国を選びだした 
もの。東ドィッは減点 54 (反則退 


場12分、警告8回、 7 MT 17 本) 
日本は減点80(反則退場14分、警 
告 6 回、 7 MT 30 本)で5位、12 
位はなんと優勝したルーマニアで 
減点115(反則退場52分、警告11回 
7 MT26 本)。 

7 MT をもっとも課-せられたの 
は西ドイツで 41 本。 

190 cm 以上が54選手 

各国の大型化はいぜん天井知ら 
ずの感じ。190§以上の選手は4年 


前の第7回大会では43人だったが 
今回は54人に増え、このぅち 195 cm 
以上が13人もい石。 

最高は、力ーレルト(東ドィツ 
23才)の 2 m 。 

一方、小がらな選手は日本とい 
ぅのが通り相場だったが、今回は 
アラドスチョフ(ブルガリア、21 
才)の169§が記録、ちなみに彼は 
31 ゴールをあげて個人得点 3 位に 
入る頑張りをみせた。 


二月八日、午前五時十分にテ 
ルアビブに到着。一日がかりで 
やっとアジア予選開催地のイス 
ラエルに着いた。飛行場では、 
日本選手団を待ちかねていたの 
か、テレビ局や報道人等の姿が 
見え、インタビューを受けた。 
私は以前イスラエルを訪れた事 
があるが、今回のよぅに空港で 
報道人の出迎えを受けるのは初 
めてである。今度のアジア予選 
にイスラエル側がかなりの力を 
入れている事を感じるに充分だ 
つた。ホテルは1刖回と同じく「 
ラマタビブホテル」。周囲が緑 
に包まれ、バンガロゥ風の建物 
で非常に気持がよかった。我々 
は試合を六日後に控え、早速夕 
クシーで二十分くらいかかる練 
習会場へと向かった。運転手の 
話によると、我々の事をよく知 
つており、一度は日本チ—ムが 
来ないと言った事に対して、イ 


スラエル国民に大きなショック 
を与えた様だが、到着した現在 
ある種の安心感を抱かせたと思 
われた。なぜならば、ィスラエ 
ルは今、戦争中でありこぅした 
時に国際親善が行なわれる事は 
国民にとってなごやかなぅるお 
いをもたらす事だからである。 
町の中を歩いていると、「シヤ 


一戦が行なわれた。この日はテ 
レビ放送されるのにもかかわ^ 
ず、八千人の観衆を集めての試 
合であった。私は、今日まで国 
際試合をかなり経験してきたが 
今度の試合のように観衆が熱狂 
的に、自国を応援している試合 
をしたのは初めてである。試合 
中は、我々選手同志の声も聞こ 


不安なかったアジア予選 


藤中憲二 


ロン」と笑顔で挨拨をしてくれ 
た遠くにいて声の聞こえない時 
にでも手を振って答えてくれ 
る。我々が非常に歓迎されてい 
.る事がわかった。このよぅに異 
国に居て、誰からでも喜こばれ 
る事は私達にとって非常に心強 
く感じるものだ。 

二月十闽日、アジア予選の第 


えない程で、フォーメーション 
を声に出してやっていたが徹底 
せず失敗した事もあった。例え 
ば、私が七メートルスローをぅ 
った時、笛が聞こえず審判が私 
に早くシュ ートしろと 手招きし 
た程であった。八千人の人々全 
員による歓声がどれ程か書くす 
ベもない0 


二月十七日に第二試合が行な 
われた。この日はテレビ放送予 
定にはなっていなかったが第1 
戦の中継が好評で急きょ特別放 
送が編成されたといぅ。こ©影 
響もあってかファンの数は約五 
千人程と思われ、第一試合と比 
較すれば、やや少なめではある 
が相変わらずの応援であった。 
熱狂的な観衆にもなれておちつ 
いた判断と行動がこの夜はでき 
これにより良い結果をもたらす 
事ができたと言っても過言では 
ない。 

私達はィスラヱル国民に歓迎 
され、いたる所で「シャロン」 
と挨拶され、現在戦争中とはと 
ても信じられなかった。何一つ 
として、不安や不満はな—かっ 
た。今後、もぅ一度ィスラエル 
に行く機会があれば、「シャロ 
ン」と言って、挨拶を交した 
い。(主将 . FP 、 大同製鋼) 
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世界選手権リポ—卜_ 

余裕をもっての快勝 

〜予選 リー グ、対 アメリカ〜 


東 ドイツとソビエトとの 2試合 
を終り、日本の目標であった、ベ 
スト8•準決勝リ—グ進出を達成 
出来ず、次.の段階と もいえる 9位 
から12位決定戦への出場をかけて 
アメリカと 対戦したのは3月3日 
だった。 

外国チームは、日本に対しては 
日本をはるかにしのぐ身長差、体 
重差を活かしてパヮーハンドボー 
ルに徹するのが最善と心得ている 
よぅで外人特有のロングシュート 
1人2人を引きつけての高いジャ 
ンプパス、デイフヱンスにつかま 
れているのにひきずり込む様なポ 
ストシュート、サイドギリギリか 
らのシュートで攻めこんできた。 

こぅした攻撃を防ぎ切るにはは 
げしいデイ フヱ ンスしかない。速 
い動きをつづければアメリカ戦に 
は絶対 K 1 勝てる、高いシューター 
に対しての、早い詰め、一試合通 
じての声の連絡、早い戻りを励行 
することを申し合せて試合に臨ん 
だ。 

アメリカは、 バスケットボール 
の選手を補強、黒人選手も加えヨ 


佐藤要二 

1ロッパからコーチを招いて強化 
したよぅだがチームプレーも、個 
人技 も 何となく バスケットボ！ ル 
に近い。カツ トイ ンフ ヱイ ントを 
多用し、滞空時間の長いシユート 
パス、そしてスカイプレーなどを 
使い、アブラハムソン、バークホ 
ルツ、ロジャ ー ス 、ネイラー など 
が中心であった。 

日本は、開始早々3点を連取す 
るなどして緊張がほぐれ、巧くす 
ベりだせた。 

余裕をもった我々は、その後も 
速攻、 ロング、サイド、 そして初 
めて高い相手守備陣の力べを破っ 
てのポストへのパスなど、多彩の 
攻撃展開が出来たが、ディフヱン 
スでは、体の大きいアメリカ選手 
の、 パスプ レ— に身体がついてい 
かず、長い間、ボ—ルを持たれる 
と、わかっているはずのポストへ 
のパスや単独で強引に割り込んで 
くるシユートなどで得点を許すケ 
丨スが多かった。 

後半に入っても日本の攻撃はス 
ピードが落ちず速攻、ポスト、口 
ングなどで加点し、アメリカの退 


場者などもあり、ぺース配分もぅ 
まく取れ、確実に点差を開く事が 
出来た。 

これで、日本は9〜12位決定戦 
へ居残れたわけだが、予選リーグ 
を終って感じるのは、日本が桧舞 
台で健斗するためにディフュンの 
コン ビネ—シヨンを強固なものに 


またしてもベストエィトの壁は 
厚く、我々ナショナルチ—ムの前 
に立ちふさがれてしまい九位〜一 
二位決定戦にまわってしまった。 
第一戦はブルガリア。しかし、ブ 
ルガリアについての資料、情報が 
乏しく、いまさらながら日本のお 
かれている立場、島国の悲しさを 
味わった。わずかに、サィドシュ 
1ターに左利きのすばらしい選手 
がいる、ポストプレーが多い、と 
いぅことぐらいしか情報が入って 
こなかった。そこへいくとブルガ 
リアには日本の適確な情報が流れ 
ていて、それなりの対策を企てて 
試合に望んできた。 

ブルガリアの攻撃は、今まで予 
選で戦ってきたチームと異なり、 


することと、どのよぅなポジショ 
ンからでも攻撃展開ができる力を 
養ぅことが絶対条件である。 

そのためには、短期間の入 a 宿で 
はムリだ。チームメートの気心が 
わかるだけでも、かなりの日数が 
必要であり、この点を充分に考慮 
し、数多くの練習、合宿を経て最 
高のム ー ドで大会を迎える ことが 
できるようにされなければいけな 
いだろう ( FP 、 本田技研鈴鹿) 


中井武三 

ロングシュート及びローリングオ 
フ X ンスがなく、個人プレーが多 
い。攻撃パターン杖、フ X イント 
からのポストマンへのパスとサイ 
ドシュートへのパスそして、強引 
な割込みだ。ポストシュ—卜は他 
チームにくらべてあまりうまくは 
なく、なんとか守ることができた 
が、サイドシュータ I (左利き) 
に八点を奪われ、また強引な割込 
みをゆるしてしまい無理な守りか 
ら7 MT をとられてしまつたのは 
失敗だった。 

ディ フヱンスは、日本の 動きに 
ついていけるように I 線防禦を布 
き、ロングを 射たせて取る という 
作戦をみせた。 

，予選で強チームの一線防禦と戦 


ってきた我々は、体格が日本人と 
あまり変わらないブルガリアの一 
線防禦は射ちやすいと感じ、予選 
でのすばやい動き、連系プレーか 
らのシュートをわすれ、単発シュ 
1卜を射ってしまった。 

そのため自らのぺースを乱し、 
速攻をかけても凡ミスがでて、パ 
ックの連けいも悪くその結果、後 
半なかばでの三点差を守りきれず 
に、最後の土壇場、三〇秒前に逆 
転されるといぅ最悪の事態で終わ 

ってしまった。 

敗因はいろいろあったがまだチ 
!ム結成以来一〇試合.たらずしか 
やっていないため、試合経験の浅 
さからくる 勝負 どころ での見極め 
ができず、むやみやたらに攻撃を 
しかけ、相手のリズムに合わ1,た 
試合を行なったために最後のつめ 
が甘く、たくみにつけこまれてし 
まったことが大きい。 

今回も全国の皆さんのご期待に 
そぅこと ができなかったが、若い 
全日本にとっては、異国での試合 
がいかにむずかしいか、又、ブル 
ガリア戦での教訓等、身をもって 
体験できたことは、かならずやこ 
れからの試合に役立つものと思 
う。.又、 ヨ ー ロツパ 強国と対等に 
戦えるということを、 チー ム全員 
が感じたことは、大収穫であった 
と思っている ( FP 、 大同製鋼) 


若さのぞきぺース誤まる 

〜9〜12位戦、対ブルガリア〜 






印象的な長身のテクニシャン 

〜9〜12位戦、対西ドイツ〜 


三月七日、薄曇りのマグデブルダ 
体育館で西ドイツと対戦。前日、 
シュペリンからパスでえんえん四 
時，間かかってやっと当地に到着し 
ました。 

マグデブルダ半球で有名な場所 
で東ドイツでもべルリン、ライプ 
チヒと並んでもっともハンドボー 
ルの盛んな土地の一つと云われま 
す。一昨日は、ブルガリアに一点 
差で敗れ非常に残念でした。今日 
はそのぅっぷんを吹き飛ばそぅと 
全員はりきって試合に臨みました 
けれども、結果は6点差で敗れ念 
願の9位入賞をあきらめねばなり 
ませんでした。 

西ドイツは、日本と同様べテラ 
ン選手が退き若手の多い陣容でし 
た。しかし、日本でおなじみのシ 
ユミ ツト、カ ー タ ー (グンメルス 
バッハ)らは健在で、相変らず好 
プレーを見せていました。 

この試合は、日本チームの課題 
であるディフュンスの勝負でした 
今までの試合でもディフ X ンスさ 
え良ければ勝利を握れた試合はあ 
つたと思えるのですがもう一つ粘 
り切れずに敗れてきました。•前半 
から、両チ—ム とも 点数の入れ合 
い、一点を争う間に、西ドイツが 


蒲生晴明 

長身者のロング、ポスト、サィド 
と決め、前半3点差、後半日本は 
ポストディフヱンスを目的にプレ 
—しましたが、今度は上からふら 
れ、強引にシユートされるケース 
が多く、またしてもデイフヱンス 
の弱さを身にしみて感じさせられ 
た一戦でした。 

日本は24点を取りながらディフ 


世界選手権の最終戦。朝七時に 
起きて、練習着に着がえ、荷物も 
まとめた。朝が早かったため、食 
欲があまりなかった。今日の試合 
は、初めて午前中である。 

試合場に向かぅバスの中では、 
ほとんど寝ていた。およそ1時間 
ほどでデソーに到着、試合会場は 
町工場み? C いな所の体育館であっ 
た。体育館にはいると、早朝にも 
かかわらず観衆がつめかけてい 
た。 コー トサイドで、 コー ラや、 

お菓子を売っている。日本では考 
えられないことだ。体育館はそん 
なに大きくなく、日本の高等学校 


X ンスの面でのマイナスが非常に 
大きく尾を引き勝利にはつながり 
ませんでした。 

攻撃面では日本はサイド、ボス 
卜は少なかったがミドルが多く決 
まり攻撃のリズムは良かったよぅ 
に思います。西ドイツはシュミッ 
卜を中心に、 190 CIII を越す者がよい 
タイミングでロング打っていたと 
思います。特にグンメルスバッハ 
の新鋭•デツカルムは、欧州のハ 
ンドボール選手では珍しく、やせ 
型で、体重は84ね(193§)。しかし 
体の使い方が非常にうまく、シュ 


にある くらいの 大きさであった。 
我々は ミー ティング ルームで個々 
に トレーニン グのあと、北川監督 
より 今日の試合はオフ ヱンス は、 
ダブル ポストを 採り、一•五ディ 
フヱンスで守るよぅに伝えられ 
た。試合は、日本のスローオフで 
始まった。 

ダブルポストでボールを廻すが 
スウヱーデンは、サイドに対し、 
マンツーマンをとってきたためボ 
丨ルが大きく回らず、足もあまり 
動かず単発 K : シュートを打つこと 
が多かった。スウヱーデンはスピ 
—ドはそんなにないのだが、日本 


—卜を打つ時の空中バランスが『 
むち』の様にしなり、タィミング 
は I 歩遅れるが、最後の瞬間にス 
ナップがききスピ^~ドのあるシュ 
1卜を打っていました。けっして 
力まかせにシュートしている感じ 
ではなく、リズミカルにボールを 
取り、ステップジャンプまでが非 
常に速かったのが印象的で、ョー 
ロッパにはこうした「長身のテク 
ニシヤン」がいることを知らされ 
ました。 ( FP 、 中大) 


のディフヱンスは、.〇いていくの 
が鯖一杯で、サイドからフリーで 
打たれたり、ポストに入れられ体 
でもっていかれて 7 MT を取られ 
たり、ワンフヱイントから、半身 
抜かれて、シュートされ、ゴール 
キーパーとの連係も、ぅまくいか 
ず、点差を開かれた。 

後半も同じよぅ，な展開で、日本 
はフォーメーションなど使って攻 
撃したが、シュートがバーに当っ 
たり、シュートミス、。ハスミスな 
どあり、逆に、スゥヱーデンに、 
速攻をかけられ、余裕をあたえて 
しまった。日本も、終盤になって 
速攻が出たが、一気に逆転するこ 
とはできなかった。 

最終戦だけに絶対勝ちたい気持 
だったが、選手一同、今一つ気迫 
が足りなかったように感じ、特に 


9〜12位決定戦の第1戦であるブ 
ルガリアとのせりあいに敗れたこ 
との精神的なショックがこの 日 も 
多分にひびいた感じだ。 

世界選手権全体をふり返ると日 
本は攻撃、オフ X ンスの力、シュ 
i 卜力、ボール回しの時のスピー 
ド、個人の持っているフェイント 
など、外国でもじゅうぶん通用す 
るよう に、僕は感じたが、しかし 
日本の弱点といわれるディフヱン 
スは今回も残念ながら認めざるを 
得ない。今日の試合にしても、ス 
ゥェーデンは、スピードでは我々 
日本よりはるかに劣るのだが、そ 
れに足がついていかなかったし、 
ポストにボ ー ルを入れられると、 
体で押し込まれ 7 MT を取られた 
り、 シュートされたりする。つく 
づく体力の差を感じた。 

外国、それもョーロッ。ハチーム 
の体力に打ち勝つためには、腕の 
力を付け、脚力、そして、一時間 
動いても疲れない肉体的スタミナ 
精 i スタミナが必要だし、チ} 
ムヮ！クも 欠かせないと考える。 
今後、この大きな問題に取り組み 
日本の、早いスピードのあるハン 

• K ボールを世界で通孕るよう頭 
張るつもりです。 

なお、9〜12位決定リーダに西 
ドイツ、スウヱ^ —デンが落ちてく 
るとは思わず、改めて共産圏—東 
欧勢の強さを思いしらされました 
( FP 、 大同製鋼) 


崩されたディフヱンス 

〜9〜12位戦、対スウ H — デン〜 

柳川 実 
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明日を創る 



特殊锅づくりをはじめ、工業炉から 
省力•公害防止装置まで、鉄绢•非鉄 
各種生産ラインのシステムをつくる 
企業/それが大同製鋼です。 


llr 大回製鎇 


取締役社長武田喜三 

本 社 • 名古屋市中区铞 - 興銀ビル） 
1ネェ4文票：架京•大阪•福岡-札桄 • 広烏 




俊敏な動きができる新鋭—— 

先制效撃』用 


Onitsuka 競技に適した軽くて動きのいい一 

競技者を支える総合スポーツ用品メーカー 育二^|お嫌苗崮紋 神戸 • 大阪 • 東京 • 福岡*名古屋•仙台*札榥 
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スポーツは 生きる歓び 



ノ , アイダス 

トレ- ニンク、スーツ 

Made under Adidas license 


odidos 


今大会の決勝戦は三月十日ルー 
マニアと東独の間で東べルリンス 
ポーッホールで行われた。東独は 
予選 D グループでソ連と引分け、 
準決勝ではオリンピック優勝チー 
ムユーゴに辛じて勝つなど決勝ま 
での道のりは決してやさしいもの 
でなかった。ルーマニアは予選リ 
1ダで.スゥヱデンに負けはしたも 
ののこれは体調を考えての負けで 
断然他を圧倒しての進出、グルィ 
アが引退したあと、どの様なチー 
ムに変身したか楽しみだった。し 
かしこれ程の力で決勝にでてくる 
とは想像もしていなかったしまし 
てやグルィア以上？のビルトラン 
(ステアゥアブカレスト 
97 K ) がでてこようとは…。彼の 
プレーをみた時つくづくルーマニ 
アの選手層の厚さを思い知らされ 
た。バス、動きはぎこちないが素 
直なシュ 1卜は よく コントロ1 ル 
され確率はグルィア以上。又、チ 
1ムのバランスもオリンピックの 
時よりまとまりがある様に感じ 
た。東独は地元だけに有利な面が 
あったものの選手の表情は硬くい 
ま一つ切れ味がなかった。みてい 
てもやっと得点したやっと守った 
という感じで余裕が感じられなか 
った。ゲーム前から観衆のうるさ 
いこと、いやがうえにも場内は熱 
気でムンムン。見ているだけの自 
分も紅潮してくるがよくわかる。 
東独の攻撃のたびに大きな手拍子 


で観衆とコートがいったいになり 
声援、ハンドポール，をょく知って 
いるし自分達もハンドボ—ルを心 
から楽しんでいる様子だ。その手 
拍子の見事なこと。日本の場合は 
おとなしすぎるし声援もパ声にな 
つてし まう。 先手ですすんだルー 
マニアだったが24分5分間の退場 


者がでて終了間ぎわ速攻にあって 
逆に リー ドを許し前半8 —7 で終 
る。ルーマニア 7 点のぅちビルト 
ランが実に 5 得点、これもロング 
シュートばかりのもの、全く素晴 
しい。リードした東独に後半ミス 
がでてそこをルーマニアにつかれ 
逆転される。このまま終ってしま 


ぅかにみえたがまたしてもルーマ 
ニアに5分間の退場者がでて大ピ 
ンチを招いた。ムードも最高、攻 
防の激しさも殺気だって恐ろしい 
程。しかし完全なノーマークシュ 
1卜を二本、 GK ベヌが好捕、闘 
志のあるプレーは後半とくに光つ 
ていてルーマニアを救った。いつ 


も頭にくるぺヌがこのゲームでは 
冷静でミスがなかったことはビル 
トランと並んで優勝の原動力であ 

った。ル1マニアのディフヱンス 

は前後半5分間 S 退場者をだしな 
がら最少限にくいとめた気力、激 
しさ、強さは実にすばらしかつ 
た。フット ワ—ク の早さは他のチ 



1 ムと 問題ならなかった。ディ フ 
ェンスオフェンスの専門選手の交 
代の素早さ、巧みさは我々がちょ 
っとまね出来ないものである。コ 
1チのネデフ氏のインサイドワ^~ 
クもみのがしてはならないものだ 
と思ぅ。時間と得点を考えたルー 
マニアのベンチ、それによく精通 
し、 しっかりベンチの指示、作戦 
を見事にやってのけた選手、ボー 
ルを とられても すぐとりかえす気 
力、気迫、本当によく訓練してあ 
る。そんなところにル^マニアの 
激し さ、 厳しさがある様に感じた 
後半終了前大事な時にルーマニア 
サイドに7名の卩|1/か入って攻防 
興奮と熱狂で計時員、記録係も見 
落とすほど。結局判定はフリース 

ロー 、ルーマニアにはラッキーな 
ことだった。それにしても最後ま 
で力の入った一戦で終了の時は何 
か力が抜け疲れがどっとでてくる 
様だった。攻防もスピーディで醍 
醐味 レフリー のジャッジも観衆の 
声、ゲームの緊張感、流れにまど 
わされることなく大役を果たされ 
た。終了後ルーマニアの国旗をか 
かげて場内をかけまわる選手達の 
誇らしげな顔には本当にいままで 
やってきたことが報われた といぅ 
喜びが溢れ実にすがすがしく目に 
映った。(コーチ兼 FP 、 湧永薬 
品)=写真はルーマニアのマトク 
をかわして鋭い攻撃を見せる東独 
のガンショフ。光島磯雄氏提供 
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货界選手権リポ— • 


急げ、日本独自の防禦技術 


日本をはじめ各国ともミユンへ 
ンオリンピックよりも デイ フェン 
スカが増しているにもかかわらず 
相手45度の ロング シユ^^ターに多 
くの ポイン .卜を奪われていた。こ 
れは フリ ースロ 12 m 後の位置で 
ジャンプされそれに対してディ フ 
ヱン スがポデイ チヱック あるいは 
2人。3人でシユ—トコースを阻 
止しよぅと動くスキをかわされた 
あと、横の位置へ移られて自由に 
シユ—卜出来る態勢をとられたた 
めである。ゴール インす る ロング 
シユートはほとんどといってよい 
ほどこのシユートであった。 

マンツーマンに対する攻撃者の 
個人技も素晴しくなっている。押 
さば押せでくるディフヱンスをフ 
ッ トワー ク 、ポデイワー ク 、ハン 
ドリングで振り切りながらシユー 
トチャンスをものにする。ミユン 
ヘンオリンピック 時に較べて、一 
対一での オフ X ンスの優位さが増 
していたと云えよぅ。 

今回、 ョ^ ~ ロッ。ハ各国のディ フ 
X ンスはポールに対して全員が激 
しく 動き、 45 度のシューターに対 
し、 2 人、 3 人の フォロ ー の壁で 
守ろうとする傾向を一段と強めて 


本田 洋 

いた。本来ディフ X ンスは、受動 
的である為、中央部でのアタック 
が強まればポスト、サイドへと攻 
撃側はノーマ！クのポイントを展 
開してゆくのは当然である。 

日本の野田が生かしていたサイ 
ドシュ ー トをョ ー ロッパなりにエ 
夫し、体格、ジャンプカの優れた 
シャ—プな選手が、サイドから内 
側に飛.び込む。右サイドから右き 
きの者、左サイドから左ききの者 
がダイビングしてくるのだ。 

ョーロッ'。ハと云えば中央部から 
のロング攻撃といぅ定型を考えて 
いてはもぅ古い。 

サイド攻撃と GK の対峠、これ 
は今や"宿命的〃なものになった 
感じである。 

ミュンヘンでは、 GK はサイド 
シュ—卜に対して前に詰めシュー 
トコース をつぶしているのが多か 
ったが、今回は、オフヱンス側は 
GK のとる位置をかわし、内側へ 
そして高い位置にポールをもって 
きている。 GK がシュ^~ ターの 位 
置を読んで、前、空間(ジャンプ 
カット) キヤツチしようとすると 
これまでどおりの浮かすシュ—卜 
はもちろん股下、脇横へとアンダ 


スロ I 、サイドスロ I などで射ち 
分けてくる。また、身体をひねり 
近目の上を狙ってくるのも多い。 

日本との試合.では日本のサイド 
守備者側に利き腕を入れて内側へ 
飛びこんでくるため、サイド守備 
者が突いたり、引っかけたりする 
と 7 MT になり、又、少々押され 
てもポデイワ—クとハンドリング 
でブロック(阻止)し、ゴールへ持 
ちこまれてしまうケースが多い。 

サイドシュ^ —卜の多用が、今回 
の世界選手権で目についたョーロ 
ッバのもっともいちぢるしい"新 
方向"でぁった。 

ところで、世界を征するものは 
優位に立つオフヱンスを抑えるデ 
イフヱンスカである。ミュンヘン 
オリンピックでユーゴは「1、2 
3デイ7ヱンス」を中心とした戦 
術的、変則的なデイフヱンスシフ 
卜の技をしき、デイフヱンスの個 
人技とチ L ムの技を生かすことに 
成功した。今大会でのルーマーーア 
は一対一を守り貰くデイフヱンス 
専門の選手を中心に一線 ( 016 ) 
1*5、2 *4、 1*2 *3、5 
• 1と臨機応変の切り替えで守り 
抜いた。そのディフ X ンスの激し 
い動きは時には、荒い動きと見ら 
れ、退場者が多く、全試合6ゲー 
ムで通算 52 分間の退場最多記録と_ 


なったが、5人で堂々と守り抜く 
ことが多かった。(編集部注•最 
少退場通算分数はスゥ K —デンの 
10分、日本は14分で3位) 

ところで H - 本のオフェンスは世 
界のべスト8入り出来るが、ディ 
フェンスは出来ていない。もちろ 
ん GK もである。ヨーロッパの防 

禦技術と日本の求めている防禦技 
術とはレベルが同じである点が悪 


い彼らと比較すると、かならず生 
まれてくる体格、体力差で「負け」 
になる。いつ0-時代にも体格が劣 
るであろぅ日本が同じことをして 
いたのでは、いつも負けることに 
なる。一刻も早く、自分達で日本 
独自のヨーロッパ(体格、体力の 
ある相手〕に先手を取‘つた防禦技 
術を創るしかないのである。 

( GK 、 大阪イーグルス) 


初めて本場に遠征して 


花輪 


外国遠征1不安、期待、ぅれ 
しさのそれは交錯です。 

しかし、ただまん然と外国へ旅 
立つわけではなく、アジア予選を 
勝ち抜いて、東ドィツの本大会へ 
出場する目的があったのですから 
責任感 も. 私の胸の中にずっしりと 
占めていました。 

それでも、自分は自分なりの目 
的、といえば才1バーかもしれま 
せんが、心に決めたいくつかのも 
のをもって旅立ちました。 

とりわけ、自分の力がどの程度 
外国ナショナルに通じるのか、自 
分と対戦した チ— ム、 プレィヤー 
はどのよぅな プレ ーを見せるのか 
そして外国同志のゲームとはどの 
ような，"内容"なのか、という3 
点は、私の今回の遠征のもっとも 
大きな目的だったのです。 

外国に於ける初戦で、私は初め 


て話 r 聞くブーイング (BooinOQ 
観客が選手の凡失や、納得のでき 
ない判定に対して抗議するため口 
々に「ブ I 」「ブ ■ ~~ j とやじるも 
の。国際試合では相手選手のプレ 
1をこれで〃威かく〃 することも 
多い=編集部注)を経験しまし 
た。イスラエルとの第1戦で、監 
督の指示をぅけ 7 MT を打ちに出 
た時のことです。あとでこの日の 
観衆は八千人と聞きましたが一人 
一人のブーイングが自分の肩にど 
っしりとのしかかってくるのが七 
メートルラインについた時はっき 
り感じられました。審判の吹く笛 
も聞えず審判の顔を見てから七メ 
!トルを打ちましたがキーバーの 
足にすい込まれ味方の期待にそえ 
ませんでした。日本でも相手側の 
応援に騒がれる経験はありました 
が、イラエルとの試合のよぅに観 
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衆すべてがあらゆる意味での応援 
をしているケースに出会うのは初 
めての経験でした。 

この時、私はいかなる場合にお 
いても自分の力を十分に発揮し、 
それをより長く持続しなければな 
らないと感じ、これは今回、私が 
ナショナルプレイヤーとして外国 
遠征に参加して一番大きな収獲の 
ような気がしました。そしてこの 
経験は本大会で大きなプラスにな 
っ.たような気がします。 

今まで海外遠征をされた先輩か 
ら少なからず外国チ^~ムの事を聞 
き、また、自分の イメ ージにも外 
国チームはロングシュ！卜がすば 
らしく、 また、力強い印衆があり 
ましたが今回はそれにも増してす 
ばらしかったのは外国選手のサイ 
ドシュートでした。自分の身体を 
うまく 生かし、そしてディフヱン 
スを利用してシユ—卜しているよ 
うに思えました。 

外国チームのディフェンスはほ 
とんど一線防御で激しい当り、速 
いピストンで日本では見られない 
激しさですが、そこのディフ X ン 
スに対してロンシュートを打つチ 
ャンスが少なくなっているため半 
身半身とフヱイントでかわしサイ 
ドにながれ二対一をつくり、サイ 
ドで勝負する型が多くなりつつあ 
るような気がします。サイドで二 
対一になった場合ほとんどが七メ 
1トルかゴールイン(失点)にな 


ってしまいます。時にサイドは フ 
ォロ—ディ フ ヱンスがないのでそ 
のケースが多いようです。 

サイドデイフ H ンスはシュータ 
1の正面に素速く入ることが欠か 
せず、特に外人相手にはそれを痛 
切に感じました。これはサイドだ 
けではありませんが、サイドはと 
なりのディフェンスのフォローが 
あり、体格のよい外人にはこれは 
非常に困難な事ですがそれをしな 
ければどうにもならない事です。 
正面に入っても、当たりにいって 
もシュ-^ターにのりかかられて当 
たりにいった本人がすっとばされ 
る始末です。ただそれだけで終わ 
ってしまえばどうということはな 
いのですが、いかに相手からチャ 
. ~ジをとるかという事が課題にな 
ると思います。それは前にも述べ 
ましたようにシューターの正面に 
素速く入ることが鉄則だと思いま 
す。となりのデイフヱンスのフォ 
ローをして素速くライン内に入ら 
ずシュ I 夕^ — ©■ 正面 1 C 入ることは 
大変なことですが、なにしろこれ 
をやらなければ 7 MT かゴールイ 
ン(失点)のどちらかです。 

最後に、外国のナショナルプレ 
イヤーについて記したいと思いま 
す。 

一言でいうなら、彼らは一人一 
人が〃個性をもったプレイヤ ー" 
であるといラ t とです。 

さらに、自分のポジションは誰 


にも渡さないぞ、といぅ気迫にあ 
ふれていたことも強い印象を受け 
ました。それは、このポジション 
は、自分だけにしかできないのだ 
といぅ自信と斗志でもあるのです 
どの選手も、激しい競争に勝って 
ナショナル プレイヤ ーの栄光をつ 
かんだのであり、心•技•体三拍 
子のうち、一つでも欠けていたら 


私は競技をはなれ、世界選手権 
の運営などについて感じたことを 
書いてみたい。 

C 運営面〕我々は、首都べルリン 
の主会場で予選リーダがあったた 
め、盛大な開会式に參列できた。 
入場行進で始まり、会長挨拶、国 
歌演奏などがあり、初出場の私は 
非常に感激した。 

館内は各国のテレビ局が来てお 
り、 ml ロッパ中に中継放送して 
いた。 

セレモニーや試合時間なども、 
プログラム通りに進み、又宿泊施 
設は、すべてこの国の通例で国営 
ホテル。日本はベルリンなど3都 
市で宿泊したが、どこも環境がよ 
く部屋、食事も非常によかった。 
宿泊施設には、私服の警察官がい 
て護衛していた。練習場なども十 
分 K 1 使用することがきで、会場の 
往復には、専用のパスでパトカー 


その座を得ることができないので 
す。 

そ5した選手たちの集りである 
ナショナルチ—ムが、すさまじい 
ばかりの気迫をともなったプレー 
で60分間を終始するのは当然であ 
り、私にとってこれは大きな感銘 
となって残りました。 ( FP 、 大 
同製鋼) 


夏目真治 

が先導、国家がこの大会を全面的 
にバックアップしていることがよ 
く判った。 

〔観衆〕ョーロッパの人々の、ハ 
ンドボールに対する知識は、日本 
とは比べものにならない。観客層 
は、日本と違い、大人の方が多く 
熱狂的なファンも数多くいる。試 
合中は、拍手や歓声がすごく、時 
には レフヱリーの 笛などは、聞え 
ない ときもし ばしばあった。間違 
った判定をした時などは、口笛や 
パ声で批難し、またよいプレーが 
あった時は、拍手で賞讃してい 
た。特に地元の東独が攻撃の場合 
観衆’が一丸となって手拍子で応援 
し、 相手チームが攻撃の時は、や 
じなどをとばしていた。このよぅ 
に、ョーロッパでは、日本で考え 
られないほど観客は、熱狂し、興 
奮するのである 

〔施設(体育館)〕日本は4都市の 


体育館で試合を行なったが、どの 
体育館もすベて、暖房装置がぁり 
シャヮールームなども完備されて 
いた。体育館は日本と同じフロア 
(ゥッド)で^ • るが作りは良くな 
く、ハンドボ' —ルコートが一面と 

れるだけの広さで、観客の収容人 
数も、2千〜4千ぐらいの小さな 
体育館が多かった。また間，近でプ 
レーが見える J :- ぅに観客席は作ら 
れ、天井が低く、照明が大変明る 
くプレ—しやすかった。体育館は 
日本と比べて小さいが設備は抜群 
で、日本もやたらに大きいばかり 
ではなく、ゆきとどいた設備の体 
育館を数多く作るべきではないか 
〔レフ H リ I 〕審判は競技運営の 
最高責任者として、厳格さと威厳 

を持って レフ ヱリングしていた こ 
とに感心させられた。しかし、中 
には二人のコンビが合ってなく、 
又感情的に笛を吹いていた審判も 
いたが、全体的に、自信と プライ 
ドを持って判定していた。特に7 
MT と退場者が多かったことが目 
につき、特にエリア内とサイドシ 
ュー タ ーに対するシュートカット 
は、 7 MT のヶースが多く、また 
プッシングやホールディングは、 
即退場のヶースもしばしば。日本 
では、 フリ1スローのヶー スが、 
退場や7 MT になってしまうこと 
が多く、日本でももつと厳しくと 
るべきではないかと思った。 

( FP 、 中京大丄二重教員ク) 


多かった 7 MT と「退場」 
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世界選手権リポ I 卜 

東欧諸国の強さをこう見る 


今回の世界選手権でも、ミュン 
ヘン同様、東欧諸国の チ！ ムが、 
圧とう的強さで、上位7位独せん 
の好成績を上げ、世界ハンドボー 
ルの中心は東欧諸国である事を我 
々全日本選手の心の中に焼きつけ 
たようであった。彼らの強さの根 
源と、どのような環境で現在に至 
っているかを、今回世界選手権で 
の体験や各役員の話などを基に書 
き下して見たい。 

思想的に見て、共産圏の国は、 
国家的意識が大変に強く、又ハン 
ドボールなど行こなうスポ—ッ選 
手は、軍隊などの職業につき、職 
業と、スポーッが同 I 的なもので 
あり、このような世界選手権での 
成績が、直に給料や自分自身の地 
位に、はね返って来る。その面で 
見るならば、彼らは一種の職業的 
なものがあり、自分の生活に勝ち 
敗けが直接影響を受ける。このた 
め勝負に対しての、勝つ事のしゅ 
う念 や、 しゅう着心は恐ろしい程 
に強く、力強 さ、 はく力は、すば 
らしい。彼らのプレ！の要所々々 
にこのような面が見られた。ダイ 
ビングシュートなどに対して、こ 
のような事は特に感じ取れ、ゴー 


大江隆夫 

ルに自分の体を入れても、ポィン 
卜を上げる、などす さま じいばか 
りのプレーをやってのける。又目 
の鋭さにおいても、まるで、ヒョ 
ゥなどがえ物を追うような、輝き 
がある。このように書くと、彼ら 
は、力強さだけで、プレーをして 
いる感を受けるであろうが、技術 
的においても非常にすばらしく、 
ボールに対するテクニックや、要 
所々々の瞬間的動きはするどく、 
特にドリブルが、大変すばらしか 
った。体の動きとボールの動き 
が、ピッ タリと 言って良い程に密 
着し、手とボールの間がまるで磁 
石の NS の関係を持っているよう 
な、感じを受けた。どのチームに 
もこのような選手は数人いたが、 
特に印象に残ったのは、今回優勝 

したルーマニアのガッツであっ 

た。彼は完全なるボール廻しであ 
り、チャン スメ ーカーである。日 
本人と比較した場合、体型的に見 
ても違いはなく、彼の方が、かえ 
って、ひん弱さを受ける感じであ 
る。パスにしても、どんな状態で 
あっても、絶好なパスをし、体全 
#に目をそなえて いるよう であり 
ハンドボールの魔術師的な選手で 


ある。全ての観客は彼のプレ—に 
魅りょうされていた。このような 
選手が出て来るのは、一つにおい 
て、国家的に運動に力を入れ、ス 
ポーツ環境に恵まれて、底辺が広 
いからではないだろうか。幼児期 
において、常にボールを敬う遊び 
や、スポーツを行ない、この時期 
は非常に吸収力が強く、ボ—ルに 
対しての感覚が発達し、将来ナシ 
ョナルチームでプレーするのに、 
大切な時期だと思える。木にたと 
えるならば、根が大変深く、広く 
張っている。この基盤より、すば 
らしいプレーが生まれて来るので 
はないだろうか。東欧諸国では、 
国家的に見ても、たて横の命令系 
統が実にしっかりしており、ナシ 
ョナルチームの一員だと、合宿に 
なれば、どんな事があろうとも協 
力組織がガッチリしており、出る 
事が出来、常に豊富な合宿を行こ 
ない、生活もある程度安定してい 
るので、自分の体力限界までナシ 
ョナルの一員で活躍出来る。日本 
では考えられないような年齢でも 
ナショナルに所属して-いる。この 
事は、体力的違いもあるけど、環 
境の違いがある。真のアマチュア 
でプレーするならば、日本などで 
はある年齢に達すると、生活の事 
を考え引退せざるを得ない。 


せっかく経験を積みこれからだと 
言う時にこのような事が起こって 
来る……。 

今まで述べたように、東欧諸国 


ィスラエルでのアジア予選に勝 
った我々は、世界選手権出場の切 
符を手 K 1 テルアビブをあとにしよ 
うとしたが空港ではトランクの中 
の全ての物を開封するという凄じ 
いチ H ックを受けた。テルアビブ 
からべオグラ . —ド.に到着したのは 
2月19日の夕暮れ間近であった。 

ィスラエルの気候があまりにも 
穏やかであった為か、空港におり 
立つと同時に寒さを膚に感じた。 
空港から田園地帯を通りべオグラ 
丨ドのほぼ中央にある「スラビア 
ホテル」に到着。東欧と称される 
社会主義国の中で、最も西側に近 
い国であろう。ベオグラードの街 
は、七千年以上の歴史を持つ古い 
街で、古い石畳の道と、よく整備 
された大きな街路樹とが調和して 
印象的であった。これがョーロッ 

パ的というのであろうか . 。 

又、街のあちこちに日本では決し 
て見られない大きな公園があり緑 
の豊富さも感じた。公園の中には 
数々の体育施設が整備されてい 

た。ューゴでのハンドボールへの 

関心度を見る際に、必ずといって 


の強さは、このような国家的思想 
の違いや、環境の違いより発して 
いるものと思われた。 

( FP 、 三菱レイヨン大竹) 


いい程、グランドにはサッカーの 
ゴールとハンドボールゴ^~~ルとが 

併設してあけ、日本とは異った環 
境でハンドボールが普及している 
よぅである。 

世界選手権を一週間後に控え 
て、ユーゴでの親善試合は、国際 
試合経験の少ない選手の多い今の 
メンバーは、非常に大切に行なわ 
れなければならない試合であり、 
チ—ムとしても最後の調整を行な 
わなければならなかった。 

第一戦は、べオグラードのピオ 
ニール体育館で行なわれた。(こ 
の体育館は、女子の世界選手権の 
主会場であり優勝戦も行なわれた 
所である)。日本チ^ —ムと同様に、 
ユーゴも世界選手権を控えての合 
宿中であり、昨年来日したチーム 
のデータでこの試合に臨んだ。試 
合前、廊下ですれ違ぅ我々に「ド 
ボルダン(こんにちわ)」と、に 
こやかに握手を求めてくれ我々も 
それに答えた◦昨年来日したメン 
バーに二〜三名の補強をしていた 
が皆なじみのある顔である。前半 
15—8 となかば試合を決められた 


ユーゴスラビアでの親善試合 

菊池 悟 
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省力化に貢献する 

工業ファスナーのコンサルタント 

务 II 大山商会 

大阪市浪速区元町2 丁目108番地電話（大阪） 06— 632—2241(代表） 


〇……今回の世界選手権で各国 
はミュンヘン後どの程度メンバ 
1を入れ替えただろうか。 

オリンピックにおける採用は 
世界選手権をオリンピアードの 
中間年のエベントにかえ(ある 
いはこの考えはオリンピック至 
上主義の日本独得のもので、世 
界選手権の中間年にオリンピッ 
クがある、というほうが正しい 
かもしれないが)、各国の頂点 
強化施策に微妙な変化の兆をの 
ぞかせはじめている。 

〇……ミュンヘン五輪のプログ 
ラムと、今回、報道関係に配送 
された選手名簿をもとに調べて 
みると別表のようになった。 

連続出場とはミュンヘン—今 
回を指し、復帰とは第7回世界 
選手権(昭45、パリ)に出場し 
ながらミュンヘン代表にもれて 
いた選手で、西ドィツのムンク 
シュミット、日本の藤中などだ 
〇……今回の主力が、2年後の 

モントリオ1ルオリンピックで 
も中心となることは明きらかで 
さすがに各国とも、例年とはち 
がって初出場組を最低 3 選手は 
送りこみ、連続出場者より「初」 
が上廻っている国が 5 力国もあ 
つたのは注目してよい。 

初出場者8人の東ドイツが準 
優勝したことで、モントリオ— 
ルの金メダルは、早くも同国を 


一番手に推す人もいるほどだ。 
〇……日本は桁はずれ。思い切 
りがよすぎた、といぅ内外の声 
も肯けぬことはない。それに、 
各国と差があるのは、新人でも 
公式国際試合が平均 25 試合をこ 
している点である。ナショナル 
プレイヤー になるまでのキャ リ 
アをぅかがわせる。 

〇……全般的な印象としてはグ 

ルイア(ルーマニア)、ルブキン 
グ(西ドイツ)、マロシ(ハンガ 
リ ー) などの"引退"はあった 
ものの、各国の主軸はいぜん変 
わらず、 じっくりと 新旧交代を 
策しているといってよい。 

東ドイツ、ハンガリ—をはじ 
め日本の長期策戦や、かってな 
い切り替えでベストへ返り咲い 
たデンマークなどの"若返り" 
.勢が、その効果をどう表すか。 
評価はやはりモントリオール後 
ということになろうか。〔杉】 


帰 


^11010000 211110 

場 
出 CV 
初 

場 

出 

続1271110106107 68 3 91311 

アツゴトコードクツン本ドンカ 
シ1‘デン- 


マ 厂 H ガラマ 
-ドビ 


ラィり 

. ンーン—ウ0。ヘメ 
ル東ュソチハポデ西ス日アスア 


が、後半は失点を抑える事だけを 
目的に行なったが、結果は 36124 
と1兀敗であった。ロングシュータ 
I とポストマンの絶妙のコンビプ 
レー、日本が得意とする速攻も逆 
にユーゴのものとなっていた。エ 
ントリ^— メンバーをフルに生かし 
て、オフェンス、ディフヱンスを 

うまく使い分ける相手に対し、終 
始ぺースのつかめぬまま終わった 
試合であった。日本の防禦力の課 
題が そのまま 出た試合であった。 

第二戦は、ユーゴの主力である 
ポクラヤク の生まれたパンチョ ボ 
の体育館で行なわれた。観衆も第 
一戦より多く、太鼓、笛などの鳴 
る騒々しい応援の中で、前半は一 
点を争う好ゲ L ムを展開した。第 
一戦の反省を基に防禦の徹底、そ 
して攻撃はユーゴの I •二-三シ 
ステムをポストの動きと早い ボ ー 
ル回しで徐々に崩していき 10112 
で前半を終了した。このべースを 
後半も続ける事が、我々の最も重 
要なポィントであったように思う 
が、後半のなかばすぎから相手の 
スピードに押され始め、防禦の要 
であった中井選手の負傷退場後は 
攻撃でのミスが連続して発生し、 
そのまま失点に結びついていっ 
た。特に後半、第一戦でも見られ 
た息切れが感じられ、防禦の甘さ 
をつかれた感がある。チームのぺ 
1スを全員がつかみ、防御 m 力が世 
界選手権で勝負につながるであろ 


うという事を体で感じとった経験 
が、大きな収穫であったと思う。 
又、日本が従来得意としていた速 
攻やスカィプレーなどは、この二 
試合では発揮できなかった。それ 
は、相手の早い潰し、パスコー.ス 
に入りながらの早い戻り、そして 
サィドに至ってはほとんどマンツ 
I マンでマークされているなど.の 
点である。体の小さい我々のよう 
なチームは、このような問題に今 
後何度も遭遇するであろうと思 
う。攻撃面の問題も、守備面の問 
題といっしょに解決していかねば 
なるまいっ国際試合で、十点差を 
つけられるという事は、 A 級と C 
級の力の差があるといえるのでは 
ないかなどと今さらながら本場の 
強さを認識することが多かった。 

桧舞台登場への緊張を前にべ才 
グラードの街の西方にある中世の 
城跡から眼下に眺めるドナゥ川の 
雄大で そして 優雅な流れがこの遠 
征をより印象強いものにしてくれ 
た。 ( FP 、 早大) 
プリバニッチ姿消す 
すっかり顔なじみとなった日本 
とユ ーゴ。たがいの消息交かんも 
親しみにあぶれたものだが、昨秋 
来日の 14 名のうち速攻の主役プリ 
バニッチだけが今回のエントリ— 
(世界選手権)からはずれていた 
本番ではホルバット主将が20ゴー 
ルで気を吐いたほか、 LL 砲は二 
人で 35 ゴール。 
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HONDA . は無公害時代のパイオニアグ 


《世界のホンタ)を支えるホンダイズムとは 
フェアブレイを土台にしだ“先駆者の精神，， 
です。先人の追従でなく、あくまでも自らの手で 

よりよし'製品をより早く世に出すこと . それは 

究極的にはスポーツ精神と同じ ‘ f 自分との鬪い，，です。 


本 S 技研工業 ㈱ 鈴鹿製作所 

三重県鈴鹿市平田町1907 Sf <0593>78~1212 您513 



厚く、深い底刻み、 
フット•ワー 
合理シューズ 


•力のロス、横スベリを解消した合理設計で定評高い斜線模様の特殊モールド底〇(パテント出願中) 


癱厚く、彫りの深い底、中底はユニークな弾性を誇る二重スポンジ•クッシヨン。 
暑表布と裏布を離した袋状アッパーで、快適な足沿い、輕快な履き心地0 
■ブルー、金茶のカラー • フルなデザイン0 

♦要部に革補強。 ぺ〇 



神戸1ブ1獅棟武会社来京 


デラックス 〈 H X 〉•サイ ズ42、 5〜29 • カレー • 金茶•¥2,800 
•全国有名スポーッ品店、百貨店でお求め下さい。 














ンドボー ルを〃 社技"に採用 ^ B 


S 

タイヤ 


I ブリジストン•タィヤでは 社 
i 員の健康、体育のためハンドボ 
ーールに着目、"社技〃として奨 
I 励しているが、このほど同社人 
I 材育成研修所(福岡県久留米市 
I )の体育館で、各工場から集め 
一られた 42 名のリーダ！に対し「 

|ハンドボールトレーナ^—」の研 
|修を行った。 

同社では、ルールが比較的簡単 
で誰にでも手軽にでき、そのうえ 
身体の調和的発達や、産業人にも 
つと も必要な安全能力に役立つス 
ポー ツと してハンドボールを高く 
評価、かねてから熱心な指導を行 
っているが、今回の研修は、毎日 
午前6時から午後10時までという 
ハ ー ドスケジュー ルのなかで、 競 

技規則、基本動作、指導法、審判 
法などを5日間にわたって指導す 
るという徹底ぶりだった。日頃激 
しいスポーツに遠ざかっているリ 
1ダーたちは、歯をくいしばりな 
がらも習得に懸命で、最終日の交 
歓試合では、最初の頃とは見違え 
るようなボール捌きを見せ、指導 
にあたった人たちも、感無量の面 
持ちだった。 

閉講式では、各職場へのハンド 
ボ—ル普及を誓いあい、それぞれ 
の工場に散っていったが、これら 


のリーダ—たちにょる"成果〃は 
6 月 23 日久留米工場で開かれる予 
定の「全社ハンドボール大会」に 
あらわれるわけで、社内では、今 
からその話題に花が咲いている。 

なお、研修最終日には、熊本か 
ら井薰氏( 48 年度全日本女子監督) 
が招かれ、実技、審判法について 
指導を行ったが、同社では各工場 


の最寄のハンドボール関係者の指 
導と支援を望んでいる。 

(長野農夫男•福岡協会理事) 

◊ 

編集部に連絡されたプリジスト 
ンタィヤの工場所在地は次の通り 
栃木(黒磯市)、那須(同上)、上 
尾(上尾市)、東京(小平市)、横 
浜(横浜市戸塚区)、彦根(彦根 
市)、下関(下関市)、鳥栖(鳥栖 
市)、久留米(久留米市)、甘木 ( 
甘木市)、熊本(玉名市)。 


愛知教員が韓国へ遠笹 


胙年度全日本教職員4位の愛 
知教員クラブ(伊藤和夫団長、 
角紘昭監督ら役員7、選手21 
名)は3月24日から28日まで韓 
国に遠征、釜山、ソウルなどで 
地元チームと3試合を行い2勝 
1引分だった。 


#0 00022212303 

T 浩変元変男錫勲植忠経述甲 
ウ大享鐘浄武康炳文在甲正鐘 
[ y 雀 1ft 成金白徐高李柳金孟淋 


K 

G 


Fp.wii) 


5 

) 

3 

C 


MT 


▽第 1 戦 (3 月24日 •釜山) 
愛知教員 16 ^791; 36 }9釜山教員 
▽第 2 戦 (3 月25日 •ソウル) 
愛知教員 S (713 M 95)3 減®^語 
▽第 3 戦 (3 月27日 •ソウル) 
愛知教員3 giiosMy ゥル教 

八後記>今回の親善試合は、釜山 
とソウルでの試合であり、しかも 
ソウルでの滞在が主であったため 
韓国のほんの一部分にしか接する 


们内田藤浦縄津川本島田山井 

暖竹梶斎松長深細松川山小細 | C 

得〇 03326001000 115 

▽交代【愛〕 FP 本多、古富、富 
田(いずれも得〇) 

機会がなかったのは残念であっ 
た。 

しかし、教員チ j ム というこ と 
で、慶熙大学付 - M の国民学校と女 
子高•中学校の訪問及び、外国語 
大学での視聴覚教育の見学が行程 
に組まれていたのと、ちょうど、 
ソウル滞在中、高•中学校の全国 
大会予選兼日韓高校親善試合選抜 
の予選が行なわれており、韓国ハ 


ンドボール界の一端を見ることが 
できたのは幸いだった。 

高校•中学の大会を見て、その 
闘志は目を見はらされるものがあ 
り、日本では想像できないほどの 
もので、特に、試合そのものに対 
して、又、ボール K 対しての執着 
心の強さは、我々も多い. K 1 見習う 
べきと痛感させられた。さらに、 
応援も、自校の試合の時間には、 
生徒がぞくぞくつめかけ二千人以 
上が、プレーの一つ一つにかん声 
をあげ、時にはレフヱリ J の ホィ 
ッスルも聞き取りにくいほどであ 
った。このような応援の中でプレ 
1できる高校生や中学生がうらや 
ましく思われたと同時に一般生徒 
への普及に感心した。同じ会場で 
行なわれた我々とソゥル教員の試 
合も、やはりプレーがはげしく、 
又、応援の多い中で行ない3戦の 
うちもっとも 緊張した試合と なっ 
た。 

外国の状態を直接肌に感じ、刺 
激を受け、視野を広めてゆくこと 
は、ハンドボールをする上でも又 
教師としても非常に有意義なこと 
であり、令後こうした交流の槪会 
が増すことを望みたいと思う。 

おわりに今回の遠征にあたり、 
非公式なものにもかかわらず、日 
韓両国の方々から御協力をたまわ 
りましたことを厚く感謝いたしま 
す。(浅 田 邦雄•遠征選手団総務 
名古屋市立中央高教諭) 


各 

地 

の 

記 
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▼茨城県一般春季選手権(4月. 
自衛隊勝田) H 男子のみ 
▽予選リーグ A 組 
S 衛隊勝田21——13茨城大 
茨城大25——20新治ク 
自衛隊勝田28——9新治ク 
V 同 B 組 

原 研 27——12 古河自衛隊 
古河自衛隊 19——15 土浦三高 OB 
原 研 28 ——10 土浦三高 OB 
▽3 位決定戦 

茨城犬17——6古河自衛隊 
▽決勝 

邮衛隊勝24(1311||36)9原研 

男子は丸善 石油が 快勝 
T 第9回和歌山県下室内選手権 ( 
3月•打田町立体育館) 

▽男子準々決勝 

丸善石油21——3桐蔭 OB 
那賀高11(延)9御坊商工高 
御坊 OB 13 ——12丸善スワロー 
住友金属10 IS 市和歌 L 1 J ま高 
▽同準決勝 

丸善石油 16 -8那賀高 

御坊 OB 10 ——9住友金属 
▽同決勝 

丸善石油15|7御坊03 

▽女子決勝リーグ 
粉河高 0016 県立和歌山商高 

御坊商工高6 —4 県立和歌山商髙 
粉河高 514 御坊商工高 
【順位】①粉河高2勝②御坊商工高 
1勝1敗③県立和歌山商高2敗 
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九州高校生選抜 

久留米ェと熊本女商勝つ 


第 2 回九州高校生選抜大会は 3 
月 28 日から30日までの3日間、北 
九州市立総合体育館で開かれた。 

沖縄県は不參加だったが九州 7 
県から男子 16 、女子 15 校が出場、 
予選 リ ー グの あと、ベストフ ォア 
による決勝トーナメントを行い、 
男子は福岡同士の優勝争いとなり 
久留米エが、後半一気に若松を押 
し切り初優勝、女子は熊本勢の争 
覇で、熊本女商が、延長の末、熊 
本市立を降し、栄冠を手にした。 
▽男子予選リーグ A 組 


鹿児島エ 19 


-パ 


佐賀商 


若松(福岡) 28 ——5 大分商 
大分商12 —— 6佐賀商 
若 松 23 —— 6 鹿児島エ 
若 松 27 —— 6 佐賀商 

w 「高校選抜大会」の検討を 

ヰ 春の高校スポーツエベントが 
W 3 月末から華やかに行われてい 
ましたが、ハン ドボー ルがない 
のはいかにも残念です。 

関係者のかたは、いろいろと 
検討はされていると思いますが 
是非、この 2〜3 年のうちに、 
「センバツ高校ハンドボール」 
を開催されるよう希望いたした 
く存じます0 


鹿児島 H15 ——9 大分商 
▽同 B 組 

熊本ーエ 14 —— 6 長崎エ 
久留米エ(福岡) 17113 大分東 
久留米エ8 —— 6熊本ーエ 
大分東 18I11 長崎エ 
大分東 15 (分} 15 熊本ーエ 
久留米 H18 I10 長崎エ 
▽同 C 組 

済々黌(熊本) 19113 佐贺農 
福岡エ6 ( 分都城泉丘(宮崎} 
都城泉丘 25 — -9 佐賀農 
済々黌11——8福岡エ 
福岡 H16 ——8 佐賀農 
済々黌 13 —— 10 都城泉丘 
▽同 D 組 

鹿町ェ(長崎)22|6隼人ェ(鹿児) 
小倉西(福岡) 20111 宮崎ェ 


鹿町エ 23——8 宮崎エ 

小倉西 13 - 10 隼人工 

小倉西 9 ハ分} 9 鹿町エ 
隼人エ10(分)10宮崎エ 
▽ 同決勝卜 I ナメント1回戦 
久留米 H 13 PM 66 Y 済々# 
若松 A 26 II 23 V 鹿町エ 
▽同決勝 

久留米エ12{751|15}6若松 

▽女子予選リーグ A 組 

神埼農(佐賀)！^ 3 佐世保北 

(長崎) 

都城西(宮崎) C - 16 筑紫女ハ福岡) 

神埼農 12 - 3 都城西 

佐世保北 5 ハ分} 5 筑紫女 
神埼農6——1筑紫女 
佐世保北 8 —— 5 都城西 
▽同 B 組 (3 校) 

熊本女商^-6財部(鹿児島) 

熊本女商 11——3 福岡女 




機関誌によれば、来年から国 
体は高校の部が少年の部と変わ 
りますそうで、そうなると、こ 
れ まで、 高校選手に とって 年間 
の目標(全国大会)は、 インタ 


投書撊明日への提言 


1ハイだけになります。 

私の住んでおります東海地区 
は、昨年からブロック高校大会 
をこれまでの6月だけから、2 


はげみになっています。 

全国大会も是非、夏と春に開 
かれるよぅ期待したいものです 
すでに 各県では、 秋以降に ほ 
とんど、新人大会を開いている 
のですか&、体制 づくりはわり 
あい楽に進めると思います。 

全都道府県参加がむりなら、 
ブロック代表による 16 校程度の 
卜^ナメントでも最初はよろし 
いかと考えます【愛知 • KA 生 




財 部 t -6福岡女 

▽同 C 組 

国分実(鹿児島) 5 —4 島原農(長) 
別府青山(大分) 8 —4 福岡女商 
島原農 
国分実業 
島原農 
国分実業 
▽同 D 組 
熊本市立 
大分東 
大分東 
熊本市立 
大分東 
古 賀 


6别府青山 
12 —— 7 福岡女商 
12 1 4 福岡女商 
8-6 別府青 11 J 

11110小林商(宮崎) 

t -4 古賀(福岡) 

7¢ 分〕 7 小林商 


14 —— 5 
7(分〕7 
10_ —7 
▽同決勝トーナメン 
熊本女商3671:32、 

熊本市立9{63||23}5国分実業 
▽同決勝 

6 1 3 


古 賀 
熊本市立 
小林商 
1回戦 

リ神埼農 
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月にも設け、部員たちに大きな高校指導者】 


長野協会の新役員 
長野協会はこのほど49年度新役 
員を次のよぅに決め発表した。 
▽会長戸塚一(県会議員) V 理 
事長柳沢民弥▽理事長代理加 
藤雅之▽常任理事小田川利男、 
中沢正己、望月豊、臼田清次、中 
島恒夫、青木崇 

C 訂正】本誌前号12頁2段目左から 
5行目を次のよぅに訂正「中大の 
山村、法大の川島らを……」。 


★編集後記 


□ . ゼネストを頂点とする春 

闘の波をまともにうけ、先月号 
が、皆様.©手に届いたのは4月 
のなかばになってしまったよう 
です。東京近郊の読者から「早 
く読みたい、日本協会へ取りに 
いく」という電話も寄せられま 
したが、待っていて下さる皆さ 
んに申訳けなく思っています。 

□ . 今月号にも、この影響は 

犬で、依頼原稿の配達が遅れた 
ため、いろいろなしわ寄せが起 
き、 I 部、次号まわし r なった 
ものもあります。御了承下さい 

原則として記録以外の 〆 切り 
は毎月10日、タテ書き(用紙自 
由)。ハンドボールに関すること 
なら、なんでも受けつけるつも 
りです。 

□ ……多くのかたから要望のあ 
る写真特集。光島磯雄氏のご厚 
意で試みることができました。 

渡欧して撮りまくったなかか 
ら提供されたもので、この場を 
借りてお礼申しあげます。 

今後も、素材、作品など特集 
を組むにたるエベントを見つけ 
るつもりです。 

口 . いよいよ新シーズン。モ 

ン トリオー ルの あし 音もそろそ 
ろ聞こえてきそうです。去年. K 1 
まさる活気を期待したいもので 
す。 (S • S ) 


























★節電時代のエース ★ 

大崎の 

ム又イ 1 7チ 



M 


《特長》 

*36 時間の停電補償付 

■機種が豊富で用途別に選択が可能 

參消費電力が小さい(約？ W ) 

_スイッチ容量が大 (30 A ) 

• 1台で3回路まで制御が可能 


上手なコンビネーションで，予想 
以上の節電が可能です。 

日間 • 週間 • 年間の自動定時入切 
はもちろん，独自の ソーラー ダイ 
ヤルによる日没 • 日の出時刻の照 
度に合わせた入切の季節自動修正 
裝置付です。 

工場でもオフィスでも，電力•電 
灯を問わず，出勤•退出に合わせ， 

また季節による日照•日没に従っ 
て，全体または部分的にいちいち 
人手によらず S 動的に入切ができ 
ます。 

信頼度絶大 • メンテナンスフリー 
の大崎のタイムスイツチをこの際， 
是非御利用下さい。 

大崦罨氣 x 業株式會社 

〒141 東京都品川 区 東五反田 2 丁目 2 — 7 
電話 (03) 443 — 7171 (大代表) 



















信頼•技術•情熱 


又ポーッマン ywi じ道をブ—は歩みます。 


ミシン•編機 • 家庭電化製品 • 楽器 • 事務機 • 工作機……姿•形は 
ちがっても、ブラザー製品の支えはひとつです。信頼される品質を作る 
すぐれた技術、製品にかけた情熱……スポーツマンと同じ道です。 
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